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名誉博士記授与式で挨拶する水田理事長

高円宮妃殿下に名誉博士記を贈呈する水田理事長

No.22
（2016.3.31発行）

式辞を述べる水田理事長

　

２
０
１
５
年
10
月
31
日
、学
校
法
人
城
西
大
学
（
水

田
宗
子
理
事
長
）
は
創
立
50
周
年
記
念
式
典
を
埼
玉

県
坂
戸
市
の
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
総
合

体
育
館
で
執
り
行
い
ま
し
た
。
記
念
式
典
に
は
高
円

宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。
海
外
の

約
50
校
の
提
携
姉
妹
校
の
総
長
・
学
長
・
教
授
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
駐
日
大

使
、
国
会
議
員
、
自
治
体
の
首
長
・
議
員
、
団
体
や

協
力
企
業
の
関
係
者
、
城
西
短
期
大
学
と
姉
妹
校
の

城
西
国
際
大
学
を
含
め
た
同
窓
会
員
や
教
職
員
・
学

生
代
表
、
地
域
の
方
々
な
ど
総
勢
約
１
３
０
０
人
が

参
加
し
て
、
半
世
紀
の
節
目
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
高
円
宮
妃
殿
下
の
国
内
外
に
わ

た
る
学
術
文
化
発
展
の
た
め
の
優
れ
た
ご
業
績
と
、

女
性
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
日
本
国
を
代
表
し
た
活
動
に

基
づ
く
国
際
交
流
の
推
進
、
本
学
の
国
際
教
育
活
動

周
年
記
念
事
業

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念
式
典
を

城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
挙
行

日
時
：
２
０
１
５
年
10
月
31
日

場
所
：
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

周年記念事業

に
対
す
る
多
大
な
ご
貢
献
に
感
謝
し
て
、
名
誉
博
士

記
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
贈
呈
式
の
挨
拶
で
水
田

理
事
長
は
「
様
々
な
活
動
を
通
し
て
日
本
の
国
際
的

な
評
価
を
高
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
変
温

か
で
包
み
込
む
よ
う
な
お
人
柄
で
私
ど
も
を
励
ま

し
、
導
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
本
学
か
ら
名
誉

博
士
記
を
お
贈
り
で
き
ま
す
こ
と
を
た
い
へ
ん
う
れ

し
く
光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

水
田
理
事
長
は
式
典
の
式
辞
で
、
創
立
者
の
水
田
三

喜
男
の
建
学
の
精
神
「
学
問
に
よ
る
人
間
形
成
」
や
こ

れ
ま
で
の
大
学
の
歩
み
に
触
れ
、「
私
た
ち
は
、
こ
れ

ま
で
推
進
し
て
き
た
国
際
社
会
と
地
域
社
会
の
連
携
に

よ
る
人
材
育
成
の
新
し
い
一
歩
を
さ
ら
に
踏
み
出
し
て

い
き
た
い
」
と
語
り
、「
地
域
の
皆
様
方
、
海
外
の
大

学
の
皆
様
方
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
支
援
が
最
も
大
切
な

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
深
く
心
に
感
じ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
多
く
の
方
々
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
大
学
に
な
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
結
び
ま
し
た
。
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高
円
宮
妃
殿
下
は
名
誉
博
士
記
の
贈
呈
に
感
謝

の
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
後
、「
私
た
ち
の
祖
父
母

や
親
の
世
代
が
多
く
の
犠
牲
を
払
い
、
懸
命
に
努

力
し
た
か
ら
こ
そ
、
今
日
の
平
和
が
あ
り
、
海
外

と
の
友
好
関
係
が
あ
り
ま
す
。
先
人
た
ち
へ
の
敬

意
と
感
謝
の
気
持
ち
を
携
え
な
が
ら
、
私
た
ち
が

次
の
世
代
へ
と
駅
伝
の
襷
に
よ
う
に
し
っ
か
り
と

つ
な
い
で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
（
３

大
学
で
）
学
ぶ
若
い
人
た
ち
に
は
、
日
本
の
外
に

目
を
向
け
て
世
界
と
と
も
に
歩
ん
で
い
く
た
め
の

力
を
身
に
付
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
創
立
50
周
年
を
機
に
国
際
社
会
で
活
躍

す
る
人
材
の
輩
出
に
一
層
お
努
め
い
た
だ
く
こ
と

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
大
学
の
さ
ら
な
る
充

実
と
発
展
、
ご
隆
盛
を
記
念
し
ま
す
」
と
お
話
し

に
な
り
ま
し
た
。

　

森
本
雍
憲
学
長
は
「
本
当
に
多
く
の
関
係
者
の
努

力
の
賜
物
が
こ
の
50
年
を
彩
っ
て
い
る
も
の
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
50
年
の
間
に
素
晴
ら
し
い
大
学

に
成
長
し
た
と
言
え
る
こ
と
を
大
変
、
誇
り
に
思
い

ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

セ
ル
ダ
ヘ
イ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
（István 

Szerdahelyi

）
駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
は
来
賓
祝

辞
で
「
水
田
三
喜
男
先
生
の
ま
か
れ
た
種
は
大
き
な

実
を
つ
け
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
ま
す
。
来
日
す
る

た
び
に
日
本
の
社
会
が
変
貌
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
に

驚
き
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
た
ゆ
ま
な
い

進
歩
を
担
う
人
々
を
50
年
に
わ
た
り
送
り
出
さ
れ
て

き
た
城
西
大
学
の
社
会
に
対
す
る
貢
献
に
心
か
ら
敬

意
を
表
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

在
校
生
を
代
表
し
て
、
現
代
政
策
学
部
３
年
の
高

野
光
一
君
と
大
学
院
薬
学
研
究
科
１
年
の
小
林
由
希

さ
ん
が
「
先
輩
方
が
築
か
れ
た
伝
統
を
大
切
に
し
な

が
ら
世
界
に
広
が
る
城
西
の
輪
を
、
こ
れ
か
ら
の
50

年
に
お
い
て
も
、
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
使
命
を
感
じ

て
い
る
」「
建
学
の
精
神
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
こ

と
を
約
束
し
ま
す
」
な
ど
と
「
誓
い
の
言
葉
」
を
披

露
し
ま
し
た
。
安
倍
晋
三
首
相
か
ら
の
祝
電
の
披
露

に
続
き
、
学
歌
斉
唱
、
く
す
玉
割
り
が
行
わ
れ
、
式

典
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
引
き
続
い
て
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
水
田

理
事
長
の
挨
拶
、
柳
澤
伯
夫
・
城
西
国
際
大
学
学

長
の
乾
杯
音
頭
の
後
、
来
賓
祝
辞
に
移
り
ま
し

た
。
昨
年
4
月
に
高
円
宮
妃
殿
下
に
名
誉
博
士
記

を
贈
呈
し
、
今
年
８
月
に
は
水
田
理
事
長
に
名
誉

博
士
記
を
授
与
し
た
韓
国
・
韓
南
大
学
の
金
炯
泰

（H
yung T

ae K
im

）
総
長
は
聖
書
を
引
き
な
が

ら
「
我
々
も
協
力
と
交
流
を
通
じ
て
日
韓
両
国
の

若
者
が
互
い
の
文
化
を
尊
重
し
、
学
問
的
に
協
力

し
合
い
な
が
ら
東
北
ア
ジ
ア
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
」
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
韓
国
の
東
西

大
学
校
教
授
重
唱
団
が
韓
国
の
歌
曲
や
日
本
の
「
ふ

る
さ
と
」「
荒
城
の
月
」
な
ど
５
曲
を
披
露
し
、
祝

賀
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
の
最
後
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
協
力
に
感
謝

の
意
味
を
込
め
て
、
父
母
後
援
会
や
薬
学
協
力
会
、

同
窓
会
の
ほ
か
、
海
外
姉
妹
校
、
協
力
企
業
や
メ

デ
ィ
ア
、
地
域
の
方
々
に
水
田
理
事
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
代
表
者
に
城
西
フ
ァ
ミ

リ
ー
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

高
円
宮
妃
殿
下
は
式
典
や
祝
賀
会
の
合
間
を

縫
っ
て
、
７
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
水
田
三
喜

男
記
念
館
展
示
室
を
ご
見
学
、
水
田
美
術
館
で
収

蔵
す
る
東
洲
斎
写
楽
の
全
作
品
９
点
な
ど
を
特
別

公
開
し
た
「
水
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

精
華
展
」（
11

月
3
日
ま
で
開
催
）
を
熱
心
に
鑑
賞
な
さ
い
ま
し

た
。

お言葉を述べられた高円宮妃殿下

来賓祝辞をするセルダヘイ大使

水田三喜男記念館展示室を見学される高円宮妃殿下

祝賀会で来賓祝辞を述べる韓南大学の金総長
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キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
い
た
創
立
50
周
年
記
念
式
典
に

招
い
た
海
外
の
提
携
姉
妹
校
の
う
ち
約
40
校
の
学

長
や
副
学
長
ら
が
参
加
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
高

等
教
育
：
新
時
代
に
お
け
る
日
本
の
国
際
教
育
へ

の
提
言
」
を
テ
ー
マ
に
論
議
し
ま
し
た
。
多
く
の

大
学
の
参
加
を
得
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
、
大
学
が

置
か
れ
て
い
る
現
状
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
積

極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
有
意
義
で
貴
重
な

会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
水
田
理
事
長
は
挨
拶
で
「
日
本
は

国
際
協
力
、
経
済
、
政
治
で
は
一
定
の
レ
ベ
ル
に
達

し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
国
際
教
育
は
遅
れ
て
い

る
。
国
際
教
育
の
推
進
に
は
、
海
外
パ
ー
ト
ナ
ー
大

学
と
の
協
力
や
情
報
共
有
が
必
要
。
教
育
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
対
す
る
取
り
組
み
や
課
題
に
つ
い
て
共
有

し
、
ま
た
我
々
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
れ
ば
う

れ
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

大
学
経
営
に
詳
し
い
吉
武
博
通
・
筑
波
大
学
ビ

ジ
ネ
ス
サ
イ
エ
ン
ス
系
教
授
（
城
西
大
学
国
際
学

術
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー
外
部
委
員
）
が
進
行
役
を

務
め
、
２
部
構
成
で
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第

１
部
で
は
、
ケ
ル
ン
大
学
（
ド
イ
ツ
）
▽
ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ュ
大
学
（
フ
ラ
ン
ス
）
▽
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

▽
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
▽
ミ
コ
ラ
ス
・
ロ
メ
リ

ス
大
学
（
リ
ト
ア
ニ
ア
）
▽
ウ
ッ
チ
大
学
（
ポ
ー

ラ
ン
ド
）
▽
ブ
ス
テ
ィ
マ
大
学
（
ウ
ガ
ン
ダ
）
▽

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
校
▽

貿
易
大
学
（
ベ
ト
ナ
ム
）
▽
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
＆
サ

イ
エ
ン
ス
大
学
（
マ
レ
ー
シ
ア
）
▽
東
西
大
学
校

（
韓
国
）
▽
天
津
外
国
語
大
学
（
中
国
）
―
―
の
12

大
学
の
学
長
や
副
学
長
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
、
自
校
に

お
け
る
国
際
教
育
の
取
り
組
み
や
課
題
な
ど
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
11
月
１
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
、
創
立
50
周
年
を
記
念
し

て
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
の
国
際

会
議
室
で
「
世
界
学
長
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
に
は
城
西
大
学
の
森
本
雍
憲
、
城
西
国
際
大

学
の
柳
澤
伯
夫
の
両
学
長
の
ほ
か
、
前
日
に
坂
戸

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念

「
世
界
学
長
会
議
」
を
開
催

日
時
：
２
０
１
５
年
11
月
１
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

周年記念事業

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
１
９
６
５
年
、
坂
戸
市
に

城
西
大
学
を
開
設
。
１
９
８
３
年
に
同
所
に
城
西

女
子
短
期
大
学
（
２
０
０
０
年
よ
り
城
西
短
期
大

学
）、
１
９
９
２
年
に
は
千
葉
県
東
金
市
に
城
西
国

際
大
学
を
開
設
し
ま
し
た
。
法
人
設
立
40
周
年
に
あ

た
る
２
０
０
５
年
に
は
三
つ
の
大
学
、
三
つ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
を
結
ぶ
中
心
点
と
し
て
、
東
京
都
千
代
田
区

紀
尾
井
町
に
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
し

ま
し
た
。
３
大
学
を
合
わ
せ
た
現
在
の
学
生
数
は
約

１
万
４
０
０
０
人
、
卒
業
生
は
約
10
万
人
を
数
え
ま

す
。

挨拶する水田理事長

発言するウッチ大学のニキール学長

約 40 の提携姉妹校が参加

発言する東西大学校の張総長
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２
０
１
５
年
10
月
１
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
創
立
50
周
年
を
記
念
し
、

本
学
理
事
会
顧
問
で
日
本
経
済
団
体
連
合
会
名
誉

会
長
の
米
倉
弘
昌
・
住
友
化
学
相
談
役
を
招
い
た
講

演
会
「
民
間
の
力
で
日
本
経
済
の
再
生
・
復
活
を
～

世
界
の
中
で
成
長
し
続
け
る
」
を
、
東
京
紀
尾
井
町

キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
棟
で
開
催
し
ま
し
た
。
講
演
会
を

記
念
し
、
本
学
は
米
倉
弘
昌
氏
に
名
誉
博
士
号
を
授

与
し
ま
し
た
。

水
田
三
喜
男
記
念 「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ク
チ
ャ
ー
」シ
リ
ー
ズ

名誉博士号を受けた米倉氏（右から２人目）

講演する米倉氏

　

こ
の
う
ち
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
大
学
の
グ
レ
ゴ

リ
ー
・
ウ
ェ
グ
マ
ン
（Gregory W

egm
ann

）
副

学
長
は
「
国
際
交
流
の
中
で
、
遠
隔
教
育
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
組
み
合

わ
せ
て
拡
大
し
て
い
き
た
い
」
と
指
摘
。
ウ
ッ
チ
大

学
の
ヴ
ォ
ジ
ミ
ェ
ル
ツ
・
ニ
キ
ー
ル
（W

lodzim
ierz 

N
ykiel

）
学
長
は
「
１
学
期
だ
け
留
学
生
を
受
け

入
れ
る
特
別
な
プ
ラ
グ
ラ
ム
を
作
っ
た
と
こ
ろ
、

中
国
か
ら
２
２
０
人
が
来
て
く
れ
た
」
と
実
践
例

を
紹
介
し
ま
し
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学

ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
校
の
ジ
ー
ト
・
ジ
ョ
シ
ー
（Jeet 

Joshee

）
副
学
長
は
「
２
０
２
０
年
ま
で
に
留
学

生
を
２
倍
に
す
る
た
め
奨
学
金
フ
ァ
ン
ド
を
つ
く

り
、
世
界
か
ら
教
員
を
リ
ク
ル
ー
ト
し
て
い
る
」

と
明
か
し
ま
し
た
。
ま
た
、
城
西
大
学
の
建
学
の

精
神
「
学
問
に
よ
る
人
間
形
成
」
に
関
連
し
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
に
は
人
格
形
成
が
必
要
。（
城
西
大

学
は
）
50
年
前
か
ら
分
か
っ
て
お
ら
れ
た
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

東
西
大
学
校
の
張
済
国
（Chang Jekuk

）
総
長

は
、
城
西
大
学
を
含
め
ア
ジ
ア
の
12
カ
国
20
大
学
で

創
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
の
シ
ス
テ

ム
「
Ｇ
Ａ
Ａ
（Global A

ccess A
sia

）」
を
紹
介

し
、「
ア
ジ
ア
の
域
内
問
題
に
も
焦
点
を
当
て
て
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
ぜ
ひ
Ｇ
Ａ
Ａ
に
参

加
を
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
天
津
外
国
語

大
学
の
修
剛
（X

iu Gang

）
学
長
は
「
こ
れ
か
ら

の
人
間
像
に
は
、
国
際
的
な
視
野
や
適
応
能
力
の
ほ

か
、
実
践
能
力
が
必
要
。
大
学
は
そ
の
た
め
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
提
言

し
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
１
部
の
各
大
学
の
発
言
を
踏
ま

え
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
学
は
研
究

機
関
な
の
か
、
教
育
機
関
な
の
か
と
い
う
ジ
レ
ン

マ
や
留
学
生
受
け
入
れ
の
資
金
調
達
な
ど
の
学

内
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
の
支
援
の
必
要
性

や
域
内
全
体
の
課
題
を
指
摘
す
る
声
も
あ
り
ま
し

た
。

　

吉
武
教
授
は
「
多
面
的
か
つ
貴
重
な
、
深
い
お
話

を
い
た
だ
い
た
。
城
西
大
学
や
城
西
国
際
大
学
だ
け

で
な
く
、
日
本
の
大
学
に
と
っ
て
も
と
て
も
勉
強
に

な
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ
て
い
る
状
況

は
違
う
が
、
共
通
し
た
課
題
が
多
い
こ
と
も
理
解
で

き
た
。
こ
れ
か
ら
も
研
鑽
を
積
み
、
さ
ら
に
皆
さ
ん

の
国
、
大
学
と
議
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

結
び
ま
し
た
。

参加者全員による記念撮影

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念

水
田
三
喜
男
記
念「
グ
ロ
ー
バ
ル・レ
ク
チ
ャ
ー
」シ
リ
ー
ズ

米
倉
弘
昌
氏
に
よ
る
講
演
会
を
開
催

日
時
：
２
０
１
５
年
10
月
１
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

水田三喜男記念

「グローバル・
レクチャー」
シリーズ
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と
浮
世
絵
の
魅
力
」
を
、
埼
玉
県
坂
戸
市
の
城
西

大
学
清
光
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
元
駐
日
ハ

ン
ガ
リ
ー
大
使
の
シ
ュ
デ
ィ
・
ゾ
ル
タ
ン
（Sudy 

Zoltan

）
氏
ら
招
待
客
の
方
々
を
は
じ
め
、
地
域

の
方
々
や
教
職
員
、
学
生
ら
ホ
ー
ル
を
埋
め
た
約

５
０
０
人
が
興
味
深
い
お
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

ま
し
た
。

　

本
学
は
50
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
内

外
か
ら
世
界
的
に
影
響
力
の
あ
る
方
、
優
れ
た
研

究
業
績
を
残
さ
れ
た
方
な
ど
を
招
い
て
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
水

田
三
喜
男
記
念
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ク
チ
ャ
ー
」
シ

リ
ー
ズ
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
５
月
21

日
の
元
マ
レ
ー
シ
ア
首
相
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
・
ビ

ン
・
モ
ハ
ン
マ
ド
（M

ahathir bin M
oham

ad

）

氏
▽
６
月
13
日
の
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
名
誉
教
授

の
エ
ズ
ラ
・
Ｆ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
（Ezra F. V

ogel

）

氏
▽
７
月
９
日
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者
の

小
林
誠
氏
▽
７
月
10
日
の
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
代
表

取
締
役
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
鈴
木
敏
夫
氏
▽
10
月

１
日
の
日
本
経
済
団
体
連
合
会
名
誉
会
長
の
米
倉

昌
弘
氏
―
―
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
浮
世

絵
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
小
林
氏
は
６
人
目
の

登
壇
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
林
氏
は
１
９
４
１
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
東
京

大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程
（
美
術
史

専
攻
）
修
了
。
東
京
国
立
博
物
館
資
料
調
査
室
長
や

学
習
院
大
学
文
学
部
教
授
、
千
葉
市
美
術
館
館
長
な

ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
著
書
に
『
江
戸
絵
画

史
論
』（
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
受
賞
）、『
江
戸
浮
世

絵
を
読
む
』『
江
戸
の
浮
世
絵
』『
江
戸
の
絵
画
』
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
11
月
21
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
創
立
50
周
年
を
記
念
し
、

岡
田
美
術
館
館
長
で
国
際
浮
世
絵
学
会
会
長
の
小

林
忠
氏
を
招
い
た
講
演
会
「
水
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

本
学
は
50
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
内
外

か
ら
世
界
的
に
影
響
力
の
あ
る
方
、
優
れ
た
研
究
業

績
を
残
さ
れ
た
方
な
ど
を
招
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
水
田
三
喜
男

記
念
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ク
チ
ャ
ー
」
シ
リ
ー
ズ
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
米
倉
氏
は
、
５
月
21
日
の
元
マ

レ
ー
シ
ア
首
相
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
・
ビ
ン
・
モ
ハ

ン
マ
ド
（M

ahathir bin M
oham

ad

）
氏
▽
６
月

13
日
の
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
名
誉
教
授
の
エ
ズ
ラ
・

Ｆ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
（Ezra F. V

ogel
）
氏
▽
７
月

９
日
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者
の
小
林
誠
氏
▽

７
月
10
日
の
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
代
表
取
締
役
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
、
鈴
木
敏
夫
氏
―
―
に
次
い
で
５
人
目

の
登
壇
と
な
り
ま
し
た
。

　

米
倉
氏
は
１
９
３
７
年
、
兵
庫
県
神
戸
市
生
ま

れ
。
１
９
６
０
年
、
住
友
化
学
工
業
（
現
住
友
化

学
）
入
社
。
１
９
６
５
年
、
米
デ
ュ
ー
ク
大
学
経
済

学
博
士
課
程
修
了
。
２
０
０
０
年
、
住
友
化
学
代
表

取
締
役
社
長
就
任
。
２
０
０
９
年
、
同
会
長
に
就
任

し
、
２
０
１
０
年
か
ら
４
年
間
、
第
12
代
の
日
本
経

団
連
の
会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

名
誉
博
士
号
授
与
に
先
立
ち
、
水
田
理
事
長
は
挨

拶
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
内
に
設
立
さ
れ
た
ハ
ン

ガ
リ
ー
文
化
セ
ン
タ
ー
や
本
学
の
日
中
連
携
大
学

院
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
リ
ム
リ
ッ
ク
大
学
と
の
学
術

交
流
協
定
な
ど
を
挙
げ
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
力

を
入
れ
て
い
る
城
西
大
学
に
と
っ
て
、
か
け
が
え
の

な
い
支
援
を
い
た
だ
い
た
。
心
か
ら
感
謝
の
意
を
込

め
て
名
誉
博
士
号
を
差
し
上
げ
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

米
倉
氏
は
講
演
の
冒
頭
、「
名
誉
博
士
号
を
頂
戴

し
て
ま
こ
と
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
」
と
述
べ
た
後
、

１
９
５
０
年
代
の
石
油
化
学
の
国
産
化
に
通
産
大
臣

と
し
て
尽
力
し
た
水
田
三
喜
男
・
創
立
者
に
言
及
し

て
「
水
田
先
生
の
多
大
な
功
績
に
深
い
敬
意
と
感
謝

の
意
を
表
し
ま
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
上

で
、「
日
本
経
済
の
再
生
と
持
続
的
な
成
長
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
と

海
外
の
活
力
を
取
り
込
む
こ
と
が
必
要
」
と
指
摘

し
、「
国
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
が
、
日
本
経
済
の

本
格
的
な
復
活
に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
、
成
否
の

カ
ギ
を
握
る
の
は
、
我
が
国
の
人
材
の
力
」
と
述

べ
、
人
材
育
成
の
必
要
性
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
最

後
に
米
倉
氏
は
、
ホ
ー
ル
や
大
教
室
で
聴
講
す
る
約

２
５
０
人
の
本
学
生
に
向
け
て
「
皆
さ
ん
に
は
、
高

い
志
を
も
っ
て
、
失
敗
を
恐
れ
ず
、
色
々
な
こ
と
に

挑
戦
し
、
自
分
自
身
を
磨
い
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

呼
び
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

米
倉
氏
は
、「
日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題

は
」「
環
境
問
題
で
の
日
中
間
の
連
携
の
可
能
性
は
」

と
の
学
生
や
留
学
生
の
質
問
に
も
丁
寧
に
お
答
え
に

な
り
、
講
演
会
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
留
学
生
の

求
め
に
応
じ
て
一
人
ひ
と
り
に
名
刺
を
渡
す
な
ど
し

て
歓
談
の
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

講演する小林氏

スライドを使って名作を紹介

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念

水
田
三
喜
男
記
念「
グ
ロ
ー
バ
ル・レ
ク
チ
ャ
ー
」シ
リ
ー
ズ

小
林
忠
氏
に
よ
る
講
演
会
を
開
催

日
時
：
２
０
１
５
年
11
月
21
日

場
所
：
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

水田三喜男記念

「グローバル・
レクチャー」
シリーズ



No.22  2016.3.31

6

　

２
０
１
５
年
12
月
４
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
、
米
国
・
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
映
画
テ
レ
ビ
学
部
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
Ｍ
・
デ

イ
リ
ー
（Elizabeth M
. D

aley

）
学
部
長
を
招
い

た
講
演
会
を
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
棟

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
映
画
関
係
者
や
教
職
員
、

城
西
国
際
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部
の
学
生
ら
約
１
６
０

人
が
、
メ
デ
ィ
ア
学
や
映
画
の
将
来
な
ど
に
つ
い
て

の
デ
イ
リ
ー
氏
の
貴
重
な
お
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

本
学
は
50
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
内
外

か
ら
世
界
的
に
影
響
力
の
あ
る
方
、
優
れ
た
研
究
業

績
を
残
さ
れ
た
方
な
ど
を
招
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
水
田
三
喜
男

記
念
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ク
チ
ャ
ー
」
シ
リ
ー
ズ
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
５
月
21
日
の
元
マ

レ
ー
シ
ア
首
相
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
・
ビ
ン
・
モ
ハ

ン
マ
ド
（M

ahathir bin M
oham

ad

）
氏
▽
６
月

13
日
の
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
名
誉
教
授
の
エ
ズ
ラ
・

Ｆ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
（Ezra F. V

ogel

）
氏
▽
７
月

９
日
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者
の
小
林
誠
氏
▽

７
月
10
日
の
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
代
表
取
締
役
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
、
鈴
木
敏
夫
氏
▽
10
月
１
日
の
日
本
経

済
団
体
連
合
会
名
誉
会
長
の
米
倉
昌
弘
氏
▽
11
月
21

日
の
国
際
浮
世
絵
学
会
会
長
の
小
林
忠
氏
―
―
の
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
デ
イ
リ
ー
氏
は
７
人
目
の

登
壇
と
な
り
ま
し
た
。

　

デ
イ
リ
ー
氏
は
１
９
９
１
年
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
映
画
テ
レ
ビ
学
部
学
部
長
に
就
任
以
来
、
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
・
メ
デ
ィ
ア
関
連
の

３
学
科
の
新
設
、
ロ
バ
ー
ト
・
ゼ
メ
キ
ス
・
セ
ン
タ
ー

の
創
設
な
ど
、
全
米
な
ら
び
に
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
同

学
部
を
主
導
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

を
中
心
と
す
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
業
界
に
お
い
て

も
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
研
究
者
と
し
て
多
大
な
貢
献

を
果
た
し
、
全
米
監
督
協
会
の
会
員
で
も
あ
り
ま
す
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
水
田
理
事
長
は
挨
拶
で
「
南
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
は
メ
デ
ィ
ア
学
の
中
で
は
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
大
学
で
、
デ
イ
リ
ー
氏
は
そ
の
リ
ー

ダ
ー
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
将
来
、
ど
う
メ

デ
ィ
ア
学
を
発
展
さ
せ
て
い
く
か
、
今
回
の
講
演
は

重
要
な
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

デ
イ
リ
ー
氏
は
「A

n A
rgum

ent for the Cinem
atic 

A
rts in a 21st Century University

」
と
題
し
た
講
演

で
、「
我
々
の
学
部
は
う
さ
ん
く
さ
い
と
思
わ
れ
て
い

た
が
、
今
日
で
は
変
わ
っ
て
き
た
」
と
学
部
の
歩
み
に

触
れ
た
後
、「
映
画
、
テ
レ
ビ
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
と

メ
デ
ィ
ア
が
我
々
の
生
活
に
与
え
る
影
響
は
非
常
に
大

き
い
。
そ
れ
を
学
ぶ
メ
デ
ィ
ア
学
は
、
人
文
科
学
の

中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
だ
」
と
強
調
。
ま
た
、

様
々
な
著
名
な
映
画
を
挙
げ
、「
映
画
は
私
た
ち
の
時

代
の
文
学
で
あ
る
」
と
も
述
べ
ま
し
た
。
最
後
に
本
学

の
メ
デ
ィ
ア
学
部
に
言
及
し
、「
ア
ジ
ア
、
日
本
で
唯

一
の
場
所
だ
。
一
緒
に
こ
の
道
（
メ
デ
ィ
ア
学
）
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
う
」
と
結
び
ま
し
た
。

講演するデイリー氏

学生の質問に答えるデイリー氏

　

本
学
の
創
立
者
で
あ
る
水
田
三
喜
男
・
元
蔵
相

は
、
同
じ
く
房
総
出
身
の
浮
世
絵
の
創
設
者
・
菱
川

師
宣
に
魅
か
れ
、
学
生
時
代
か
ら
浮
世
絵
を
収
集
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
火
で
初
期
の
収
集
品
は
消
失

し
ま
し
た
が
、
戦
後
再
開
し
て
、
鈴
木
春
信
や
喜
多

川
歌
麿
、
東
洲
斎
写
楽
、
葛
飾
北
斎
ら
の
役
者
絵
や

美
人
画
を
中
心
に
収
集
し
ま
し
た
。
水
田
の
没
後
、

２
０
０
点
以
上
の
「
水
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
が
本
学

の
水
田
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
講
演
に
先

立
ち
、
水
田
理
事
長
は
挨
拶
で
「
水
田
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
小
林
先
生
は
、
私
ど
も

の
美
術
館
に
と
っ
て
非
常
に
大
切
な
恩
人
で
あ
り
、

美
術
館
の
素
晴
ら
し
い
出
発
点
を
つ
く
っ
て
い
た
だ

い
た
。
直
接
、
先
生
か
ら
お
話
を
う
か
が
え
る
こ
と

は
大
変
幸
せ
な
こ
と
で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

小
林
氏
は
、
水
田
三
喜
男
の
言
葉
「
浮
世
絵
は
楽

し
い
も
の
で
す
。
そ
こ
に
は
何
と
も
い
え
ぬ
歴
史
の

懐
か
し
さ
が
に
じ
み
出
て
い
ま
す
」
を
紹
介
し
な
が

ら
、
浮
世
絵
の
魅
力
に
つ
い
て
「
人
間
の
基
本
的
な

感
情
に
訴
え
る
よ
う
な
表
現
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
現
代
の
私
た
ち
も
楽
し
く
慰
め
ら
れ

る
」
と
解
説
。「
文
化
の
背
景
の
違
う
海
外
に
お
い

て
高
く
評
価
さ
れ
る
の
は
、
心
の
奥
底
に
懐
か
し
さ

や
親
し
さ
が
浮
世
絵
版
画
に
は
あ
る
か
ら
だ
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
写
楽
の
作
品
９
点
を
収
蔵

し
て
い
る
こ
と
が
、
水
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
価
値
を

高
め
て
い
る
と
強
調
、
名
作
の
数
々
を
ス
ラ
イ
ド
に

よ
っ
て
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
浮
世
絵
版
画
の
変
遷

に
つ
い
て
も
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、「
浮
世
絵
に
魅
了
さ
れ
た
現
代

ア
ー
ト
は
あ
る
か
」
や
「
浮
世
絵
版
画
は
一
枚
の
木

で
一
度
に
何
枚
つ
く
ら
れ
る
の
か
」
な
ど
学
生
や
一

般
の
方
々
か
ら
の
質
問
に
丁
寧
に
お
答
え
い
た
だ
き

ま
し
た
。
講
演
会
に
引
き
続
い
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の

後
、
小
林
氏
は
、
７
月
に
仮
オ
ー
プ
ン
し
た
水
田
三

喜
男
記
念
館
展
示
室
を
見
学
さ
れ
、
水
田
美
術
館
で

展
示
の
浮
世
絵
を
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念

水
田
三
喜
男
記
念「
グ
ロ
ー
バ
ル・レ
ク
チ
ャ
ー
」シ
リ
ー
ズ

南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学 D

r. Elizabeth M
. D

aley 

先
生

に
よ
る
講
演
会
を
開
催

日
時
：
２
０
１
５
年
12
月
４
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

水田三喜男記念

「グローバル・
レクチャー」
シリーズ
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学
生
た
ち
か
ら
の
「
業
界
の
将
来
に
不
安
が
あ

る
」
な
ど
と
の
質
問
に
対
し
、
デ
イ
リ
ー
氏
は
「
映

画
、
テ
レ
ビ
、
ア
ニ
メ
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
と
仕
事

の
チ
ャ
ン
ス
は
無
限
に
あ
る
。
リ
ス
ク
は
あ
る
が
、

や
り
た
い
の
な
ら
や
る
べ
き
だ
。
コ
ン
テ
ン
ツ
に

よ
っ
て
見
せ
る
場
所
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
将
来
に
悲

観
し
て
い
な
い
」
な
ど
と
述
べ
て
学
生
を
激
励
。
大

き
な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
10
月
15
日
、
中
国
の
東
北
財
経
大
学

の
夏
学
長
は
張
軍
濤
教
務
部
長
、
張
語
辞
国
際
交
流

所
長
、
方
愛
郷
教
授
と
と
も
に
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ

ン
パ
ス
に
来
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
北
財
経
大
学
は
、
１
９
５
２
年
に
設
立
さ
れ
た

中
国
の
遼
寧
省
大
連
市
に
あ
る
財
務
経
済
関
係
の
学

部
を
中
心
と
す
る
総
合
大
学
で
あ
り
、
財
政
税
務
学

院
、
金
融
学
院
、
経
済
学
院
、
会
計
学
院
、
法
学

院
、
観
光
・
ホ
テ
ル
管
理
学
院
、
国
際
経
済
貿
易
学

院
、
国
際
商
学
院
な
ど
計
25
の
学
部
を
有
し
、
学
生

数
は
約
１
万
９
０
０
０
人
で
す
。
世
界
各
国
か
ら
数

百
名
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

本
学
は
、
天
津
外
国
語
大
学
の
修
剛
学
長
よ
り
ご

紹
介
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
２
０
１
５
年

６
月
２
日
に
東
北
財
経
大
学
と
協
定
を
締
結
し
て
お

り
、
今
後
、
大
学
院
・
学
部
レ
ベ
ル
で
教
員
・
学
生

の
交
流
を
通
じ
た
協
力
関
係
を
構
築
し
て
い
く
予
定

で
す
。
15
日
の
会
談
で
は
、
既
に
来
年
度
本
学
へ
の

入
学
を
希
望
し
て
い
る
学
生
が
２
名
い
る
と
の
お
話

を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

水
田
宗
子
理
事
長
は
そ
の
挨
拶
で
、「
東
北
財
経

大
学
と
の
交
流
を
広
げ
、
経
営
管
理
や
医
療
福
祉
分

野
を
始
め
、
環
境
分
野
、
介
護
分
野
な
ど
イ
ン
タ
ー

デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー
な
共
同
教
育
と
共
同
研
究
を
幅

広
く
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
述
べ
ら

れ
、
そ
れ
に
対
し
夏
学
長
は
、「
学
校
法
人
城
西
大

学
と
本
学
は
今
年
の
６
月
に
協
定
を
締
結
し
た
ば
か

り
で
す
が
、
実
は
、
夏
徳
仁
元
大
連
市
長
や
大
連

外
国
語
大
学
の
陳
岩
先
生
を
通
じ
た
ご
縁
も
あ
り
、

す
で
に
大
変
長
く
親
し
い
気
持
ち
を
持
っ
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
今
回
、
貴
学
を
訪
問
で
き
て
本
当

に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
、
教
員
の
交
流
、

ま
た
、
大
学
院
を
は
じ
め
、
学
部
の
交
流
が
進
む

よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。」
と
ご
挨
拶
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
、
両
大
学
の
間
で
具
体
的
な
交
流
が
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

国
際
交
流
活
動

東
北
財
経
大
学
の
夏
学
長
が
来
学

日
時
：
２
０
１
５
年
10
月
15
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

関係者による記念撮影

　

香
港
中
文
大
学
主
催
に
よ
る
第
４
回
「
香
港
国
際

詩
歌
之
夜International Poetry N

ights in H
ong 

K
ong

」
が
、
２
０
１
５
年
11
月
26
日
か
ら
29
日
の
日

程
で
、
世
界
各
国
の
著
名
詩
人
21
名
を
招
待
し
て
、

香
港
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

香
港
国
際
詩
歌
の
夕
べ：
水
田
理
事
長
が
招
待
詩
人
と
し
て
参
加

日
時
：
２
０
１
５
年
11
月
26
日
～
29
日

場
所
：
香
港
中
文
大
学
、中
華
人
民
共
和
国
香
港
特
別
行
政
区

パネル 全景

水田理事長 詩の朗読
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日
本
か
ら
は
、
作
家
で
詩
人
の
多
和
田
葉
子
氏

と
本
学
理
事
長
水
田
宗
子
氏
の
２
名
が
招
待
さ
れ
、

"Poetry and Conflict"

を
テ
ー
マ
と
し
た
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
と
詩
の
朗
読
会
に
参
加
し
、
い
ま
ま
さ

に
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
東
と
の
関
係
な
ど
を
含

め
、
非
常
に
深
い
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
３
０
０
行
に
わ
た
る
自
作
の
詩
の
朗

読
の
場
面
で
は
、
各
詩
人
に
合
わ
せ
て
す
ば
ら
し
い

演
奏
や
舞
台
装
置
が
準
備
さ
れ
、
よ
り
そ
の
詩
の
魅

力
を
引
き
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

世
界
が
直
面
す
る
課
題
に
対
し
て
発
揮
さ
れ
る
詩

の
持
つ
力
、
そ
し
て
詩
人
の
パ
ワ
ー
と
影
響
力
の
大

き
さ
を
感
じ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
。

　

今
回
の
香
港
訪
問
に
際
し
、
本
学
姉
妹
校
で
あ
る

香
港
城
市
大
学
ウ
ェ
イ
・
ク
オ
学
長
と
面
会
し
、
50

周
年
記
念
式
典
へ
の
参
加
の
お
礼
と
本
学
か
ら
の
研

修
受
け
入
れ
の
お
礼
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

招
待
詩
人

Mohammed Bennis (Morocco)

Chen Li (Taiwan)

Peter Cole (USA)

Najwan Darwish (Palestine)

Jean-Michel Espitallier (France)

Gemma Gorga (Spain)

Kim Hyesoon (Korea)

ko ko thett (Burma)

Étienne Lalonde (Canada)

Lau Yee-ching (Hong Kong)

Nikola Madzirov (Macedonia)

Agi Mishol (Israel)

Noriko Mizuta (Japan)

Les Murray (Australia)

Fernando Pinto do Amaral (Portugal)

Gleb Shulpyakov (Russia)

Song Lin (China)

Yoko Tawada (Japan)

Anne Waldman (USA)

Wang Xiaoni (China)

Ghassan Zaqtan (Palestin)

　

２
０
１
５
年
12
月
２
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ュ
大
学
（U

niversité de Bourgogne

）
の
一

行
（
代
表
：A

lex Fram
e, Bernhard A

ltheim
, 

D
r. Bénédicte Fortier, V

éronique Parisot

）

が
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
学
さ
れ
ま
し

た
。

　

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
大
学
は
１
７
２
２
年
創
立
、
学
生

数
２
万
７
０
０
０
人
（
留
学
生
３
０
０
０
人
）。
パ

リ
の
南
東
約
３
０
０
㎞
に
あ
る
デ
ィ
ジ
ョ
ン
の
街
を

中
心
に
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
に
四
つ
の
キ
ャ
ン
パ

ス
を
持
つ
総
合
大
学
で
す
。

　

２
０
１
５
年
９
月
に
水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と

す
る
本
学
訪
問
団
が
フ
ラ
ン
ス
を
訪
れ
た
際
、
同
大

学
と
の
学
術
交
流
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

を
受
け
、
今
後
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
見
据
え
た

打
ち
合
わ
せ
を
兼
ね
て
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
大
学
か
ら

の
訪
問
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

両
学
は
２
日
、
３
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
大

学
・
大
学
院
レ
ベ
ル
の
学
生
交
換
を
含
む
学
生
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
大
学
一
行
は
、
城
西
大
学
坂
戸

キ
ャ
ン
パ
ス
、
城
西
国
際
大
学
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
を

往
訪
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
度
に
は
、
具
体
的
な
学
生
交
流
が
開

始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
一
行
（
北
村
幸
久
理
事
長
室
室
長
、
杉
林
堅
次

城
西
大
学
副
学
長
、
城
西
国
際
大
学
副
学
長
、
Ｊ
Ｉ

Ｕ
教
員
田
原
先
生
）
は
、
２
０
１
５
年
12
月
22
日
か

ら
24
日
ま
で
、
北
京
大
学
、
清
華
大
学
、
北
京
師
範

大
学
と
首
都
師
範
大
学
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
に
出
版
さ
れ
た
水
田
宗
子
理
事
長
の

『
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
〈
戦
後
女
性
詩
〉
の
展
開
』（
思
潮

社
、
２
０
１
２
）
の
中
国
版
が
北
京
大
学
出
版
社
よ

り
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
首
都
師
範
大
学
と

北
京
大
学
で
の
講
演
会
と
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

22
日
15
時
に
北
京
大
学
の
吴
志
攀
副
学
長
、
李
岩

松
副
学
長
と
面
談
、
今
回
北
京
大
学
出
版
社
か
ら
中

国
語
訳
が
出
版
さ
れ
た
『
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
〈
戦
後
女
性

詩
〉
の
展
開
』
を
中
心
に
本
学
と
北
京
大
学
の
今
後
の

具
体
的
な
交
流
に
つ
い
て
懇
談
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
北
京
師
範
大
学
国
際
創
作
セ
ン
タ
ー
長

張
清
華
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
北
京
師
範
大
学
の
皆

さ
ま
方
と
一
昨
年
以
来
再
会
し
、
北
京
師
範
大
学
国

際
創
作
セ
ン
タ
ー
と
本
学
国
際
現
代
詩
セ
ン
タ
ー
の

協
力
に
関
す
る
覚
書
を
調
印
し
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
大
学
の
一
行
が
来
学

日
時
：
２
０
１
５
年
12
月
２
、３
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

学
校
法
人
城
西
大
学
一
行
が
北
京
大
学
、北
京
師
範
大
学
、

首
都
師
範
大
学
、清
華
大
学
を
訪
問

日
時
：
２
０
１
５
年
12
月
22
日
～
24
日

場
所
：
北
京
大
学
、清
華
大
学
、北
京
師
範
大
学
、首
都
師
範
大
学
、中
華
人
民
共
和
国

ブルゴーニュ大学とのミーティング
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ま
た
、
今
回
、
同
セ
ン
タ
ー
所
属
の
莫
言
教
授
が

残
念
な
が
ら
出
席
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
言
及
さ

れ
、
今
後
、
城
西
国
際
大
学
国
際
現
代
詩
セ
ン
タ
ー

と
の
協
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
詩
・
批
評
・
文
学
の
面

か
ら
、企
画
推
進
し
よ
う
と
約
束
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

23
日
10
時
よ
り
、
首
都
師
範
大
学
に
お
い
て
『
モ
ダ

ニ
ズ
ム
と
〈
戦
後
女
性
詩
〉
の
展
開
』
の
中
国
語
出
版

を
記
念
し
、
水
田
宗
子
理
事
長
に
よ
る
女
性
詩
に
関
す

る
評
論
に
つ
い
て
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
島
先
生
や
西
川
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
を

代
表
す
る
作
家
、
詩
人
、
学
生
た
ち
が
集
ま
り
、
水

田
理
事
長
の
講
演
に
深
く
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
講
演

会
に
お
い
て
は
、
ま
だ
中
国
で
は
女
性
詩
、
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
批
評
と
い
う
分
野
が
こ
れ
か
ら
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
非
常
に
活
発
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
水
田
理
事
長
は
、
趙
敏
俐
セ
ン
タ
ー

長
と
首
都
師
範
大
学
新
詩
学
院
中
国
詩
歌
研
究
セ
ン

タ
ー
と
本
学
国
際
現
代
詩
セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
関
す

る
覚
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
14
時
よ
り
、
北
京
大
学
に
お
い
て
同

じ
く
『
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
〈
戦
後
女
性
詩
〉
の
展
開
』

の
中
国
語
訳
の
出
版
を
記
念
し
、〝
モ
ダ
ニ
ズ
ム
〟

を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
中
国
を
代
表
と
す

る
詩
人
、
作
家
の
皆
さ
ん
方
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て

約
20
名
が
登
壇
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
〝
モ
ダ
ニ

ズ
ム
〟
な
ら
び
に
本
に
言
及
し
た
発
表
が
な
さ
れ
、

非
常
に
刺
激
的
な
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と

な
り
ま
し
た
。
通
訳
は
、
中
国
国
際
放
送
局
の
記
者

で
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
も
務
め
る
王
小
燕
が
担
当
さ
れ
、

広
く
広
報
誌
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
の
終
了
後
、
北
京
大
学
の
案
内
で
、
国
際
現
代

詩
創
作
セ
ン
タ
ー
の
書
院
造
り
の
見
学
を
行
い
、
水

田
理
事
長
に
北
京
大
学
中
国
詩
歌
研
究
院
の
研
究
員

の
任
命
書
が
謝
冕
教
授
よ
り
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
水
田
理
事
長
と
黄
怒
波
セ
ン
タ
ー
副
所
長
に
よ

北京大学にて

首都師範大学にて

り
、
北
京
大
学
国
際
現
代
詩
創
作
セ
ン
タ
ー
と
本
学

国
際
現
代
詩
セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
関
す
る
覚
書
も
調

印
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
方
、
23
日
14
時
、
北
村
幸
久
先
生
と
杉
林
堅
次

先
生
は
清
華
大
学
を
訪
問
し
、
薛
其
坤
副
学
長
や
国

際
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、
同
大
社
会
科
学
院 

栭
舟
見
所
長
、
張
成
崗
副

院
長
等
と
具
体
的
協
議
を
行
う
こ
と
と
し
、
本
学
と

の
今
後
の
国
際
交
流
の
あ
り
方
に
つ
い
て
親
し
く
懇

談
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
に
お
い
て
、
北
京
大
学
、
清
華
大

学
、
首
都
師
範
大
学
、
北
京
師
範
大
学
と
の
具
体
的

な
交
流
の
推
進
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
、
北
京
地
域
に

お
け
る
大
学
間
交
流
が
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。

　

本
学
の
ア
セ
ア
ン
諸
国
に
お
け
る
教
育
・
研
究
の

促
進
を
は
か
る
た
め
に
、
２
０
１
５
年
５
月
「
学
校

法
人
城
西
大
学
ア
セ
ア
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
設
立

さ
れ
、
同
11
月
に
は
ア
セ
ア
ン
諸
国
か
ら
城
西
大

学
・
城
西
国
際
大
学
に
留
学
し
て
き
た
学
生
、
そ

し
て
ア
セ
ア
ン
諸
国
の
研
修
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
等

に
参
加
し
た
日
本
人
学
生
を
中
心
と
し
た
「
ア
セ

ア
ン
ク
ラ
ブ
」
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
年
が
明
け

た
２
０
１
６
年
１
月
19
日
に
、
彼
ら
の
親
睦
も
か

ね
て
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
に
て

「
２
０
１
６
年
新
年
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
水
田
宗
子
理
事
長
を
は
じ
め
75
名
の

学
生
・
教
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
ア
セ
ア
ン
は

10
ヶ
国
か
ら
な
り
ま
す
が
、
今
回
は
そ
の
う
ち
７
ヶ

国
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ

ム
）
か
ら
の
留
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
水
田
理
事

長
か
ら
は
「
日
本
に
留
学
中
は
日
本
語
と
日
本
文
化

を
し
っ
か
り
勉
強
す
る
よ
う
に
」
と
激
励
の
お
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
留
学
生
か
ら
ダ
ン
ス
の
披
露
も

あ
り
、
ア
セ
ア
ン
ク
ラ
ブ
の
学
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
の
促
進
と
ア
セ
ア
ン
に
対
す
る
認
知
度
の
進
展

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア
セ
ア
ン
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、
今
後
さ
ら
に
ア
セ
ア
ン
諸
国
と
の
連
携

を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

「
ア
セ
ア
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
２
０
１
６
年
新
年
の
集
い
」
を
開
催

日
時
：
２
０
１
６
年
１
月
19
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

参加者全員による記念撮影
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２
０
１
６
年
２
月
10
日
、
本
学
東
京
紀
尾
井
町

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
Ｖ
４
（
ヴ
ィ

シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
４
）
＋
日
本
」
安
全
保
障
セ
ミ
ナ
ー

が
、
外
務
省
、
Ｖ
４
諸
国
、
本
学
の
共
催
に
よ
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
欧
の
チ
ェ
コ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ス
ロ
バ
キ
ア
の
４
カ
国
は
、
各
国
間
の
友
好
と
協

力
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
協
力
の
枠
組
み

と
し
て
「
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
・
グ
ル
ー
プ
」
を

形
成
し
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
の
総
称
と
し
て
「
ヴ
ィ

シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
４
カ
国
（
Ｖ
４
）」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
日
本
で
も
「
Ｖ
４
＋
日
本
」
と
し
て
、

Ｖ
４
と
の
対
話
・
協
力
を
推
進
し
て
お
り
、
外
務

省
が
経
済
、
環
境
、
開
発
協
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
等
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
関
す
る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
学
は
、
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
世

界
の
様
々
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深
め
る

な
か
、
特
に
中
欧
地
域
と
の
教
育
交
流
を
強
化
し
て

い
ま
す
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
を
本
学
が
共
催
で
行
う
の
は
今
年

本
学
に
て
「
Ｖ
４（
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
４
）+

日
本
」

安
全
保
障
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

日
時
：
２
０
１
６
年
２
月
10
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

基調講演を行うドゥプ大使

基調講演を行う武藤外務副大臣

　

２
０
１
６
年
３
月
25
日
、
学
校
法
人
城
西
大

学
水
田
宗
子
理
事
長
一
行
は
、
中
国
北
京
大
学

を
訪
問
し
ま
し
た
。
訪
問
の
目
的
は
、
北
京
大
学

に
お
け
る
中
国
詩
歌
研
究
セ
ン
タ
ー
内
に
、
本
学

国
際
現
代
詩
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
日
中
詩
歌

研
究
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
こ
の
日
、
北
京
大
学
に
お
い
て
開
所
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
、
両
大
学
関
係
者
を

始
め
と
し
て
、
中
国
で
活
躍
す
る
現
代
詩
人
の

西
川
氏
、
潇
潇
氏
、
北
京
大
学
党
委
副
書
記
の

叶
静
漪
氏
、
日
本
大
使
館
一
等
書
記
の
菊
池
信
太

郎
氏
の
列
席
に
加
え
、
元
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
で

現
代
日
本
文
学
の
翻
訳
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ラ
ー

シ
ュ
・
ヴ
ァ
リ
エ
氏
、
日
本
の
詩
誌
出
版
社
「
思

潮
社
」
で
編
集
を
担
当
す
る
小
田
康
之
氏
ら
が

列
席
し
、
今
後
の
研
究
交
流
の
発
展
を
祈
念
し

ま
し
た
。

学
校
法
人
城
西
大
学
水
田
宗
子
理
事
長
一
行
が

中
国
北
京
大
学
を
訪
問

日
時
：
２
０
１
６
年
３
月
25
日

場
所
：
北
京
大
学
、中
華
人
民
共
和
国

で
４
回
目
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
は
Ｖ
４
議
長
国

で
あ
る
チ
ェ
コ
か
ら
の
提
案
で
、「
安
全
保
障
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
実
施
し
、
セ
ミ
ナ
ー
の
冒
頭
で
、

本
学
を
代
表
し
て
の
水
田
宗
子
理
事
長
の
挨
拶
に

続
き
、
議
長
国
の
チ
ェ
コ
を
代
表
し
て
ト
マ
ー

シ
ュ
・
ド
ゥ
プ
駐
日
特
命
全
権
大
使
が
、
日
本
政

府
を
代
表
し
て
武
藤
容
治
外
務
副
大
臣
が
基
調
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
に
続
い
て
行
わ
れ
た
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

お
い
て
は
、
我
が
国
お
よ
び
Ｖ
４
諸
国
か
ら
参
加
し

た
研
究
者
が
、
①
平
和
安
全
保
障
法
制
と
国
際
的
安

全
保
障
協
力
に
お
け
る
日
本
の
役
割
、
②
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

ワ
ル
シ
ャ
ワ
首
脳
会
合
の
展
望
と
中
東
情
勢
、
③
東

ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
情
勢
、
④
欧
州
の
安
全
保
障
情

勢
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
，
難
民
の
流
入
問
題
）
に
関

す
る
講
演
を
行
い
、
参
加
者
と
の
間
で
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
外
務
省
を
は
じ
め
、
15
カ
国
を

超
え
る
駐
日
各
国
大
使
館
員
、
各
大
学
の
研
究
者
、

各
国
の
マ
ス
コ
ミ
、
本
学
関
係
者
、
学
生
、
有
識

者
、
本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
支
援
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
企
業
の
方
々
ら
、
約
１
２
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

開所式の様子
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水
田
三
喜
男
記
念
館
は
２
階
建
て
延
べ
約

１
８
０
０
㎡
。
７
月
１
日
に
総
合
体
育
館
に
仮
オ
ー

プ
ン
し
た
水
田
三
喜
男
展
示
室
の
ほ
か
、
各
国
か

ら
の
要
人
を
含
む
Ｖ
Ｉ
Ｐ
を
迎
え
る
ゲ
ス
ト
エ
リ

ア
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
多
様
な

活
動
を
行
う
た
め
の
多
目
的
ラ
ウ
ン
ジ
を
備
え
、
国

際
教
育
や
地
域
連
携
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

新
薬
学
部
棟
は
地
下
１
階
、
地
上
９
階
建
て
で
延
べ

約
１
万
１
５
０
０
㎡
。
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
セ
ン
タ
ー

や
最
先
端
の
実
験
室
や
研
究
室
を
備
え
ま
す
。
両

建
物
と
も
阿
部
仁
史
ア
ト
リ
エ
代
表
取
締
役
の
阿

部
仁
史
氏
と
久
米
設
計
が
設
計
監
理
。
大
林
組
が

施
工
し
、
２
０
１
７
年
３
月
の
完
成
を
目
指
し
ま

す
。

　

地
鎮
祭
に
は
大
学
関
係
者
や
工
事
関
係
者
ら
約
90

人
が
参
加
。
神
職
に
よ
る
祝
詞
奏
上
な
ど
に
続
い

て
、
学
校
法
人
城
西
大
学
の
水
田
宗
子
理
事
長
ら
が

鍬
入
れ
、
森
本
雍
憲
学
長
ら
が
玉
串
を
奉
奠
し
て
工

事
の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
直
会
で
、
水
田
理
事
長
は
施

主
挨
拶
で
「
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
し
て
思
い
が
け

ず
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く

本
日
、
起
工
式
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆

さ
ま
は
創
立
以
来
、
私
ど
も
の
大
学
を
見
守
っ
て
く

だ
さ
り
、
創
立
者
の
志
を
共
有
し
て
く
だ
さ
っ
て
今

日
こ
こ
に
至
り
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

設
計
監
理
者
を
代
表
し
て
阿
部
氏
は
「
こ
の

50
年
が
今
の
日
本
人
を
つ
く
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
こ
れ
か
ら
の
50
年
は

新
し
い
日
本
人
を
つ
く
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
の
人
を
形
成
し
て
い
く
場
所

の
一
部
の
設
計
に
か
か
わ
れ
た
こ
と
は
大
変
光
栄

に
思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
り
、
大
林
組
の
浦
進
悟
・

専
務
執
行
役
員
東
京
本
店
長
は
「
労
働
不
足
で
非

常
に
四
苦
八
苦
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
社

と
現
場
が
一
体
と
な
っ
て
１
日
で
も
早
く
工
期
内

に
高
品
質
な
建
物
を
完
成
さ
せ
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

創
立
50
周
年
記
念
事
業
水
田
三
喜
男
記
念
館
・

新
薬
学
部
棟
起
工
式
を
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
で
挙
行

日
時
：
２
０
１
５
年
10
月
６
日

場
所
：
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

キャンパス
機能強化

キ
ャ
ン
パ
ス
機
能
強
化

　

今
後
３
年
を
め
ど
に
、
中
国
語
、
日
本
語
で
書
か

れ
た
詩
集
10
冊
を
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
に
翻
訳
、
刊
行

す
る
こ
と
が
、
今
後
の
活
動
計
画
と
し
て
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
昨
年
度
、
本
学
で
は
国
際
現
代
詩
セ
ン

タ
ー
に
続
い
て
、
翻
訳
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
こ
う
し
た
国
際
学
術
交
流
の
全
面
的
な
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。

　

東
ア
ジ
ア
に
は
、
詩
歌
の
伝
統
的
な
ジ
ャ
ン
ル
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
活
動
に
よ
り
21
世
紀
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
流
れ
の
中
で
、
国
境
を
超
え
る
詩

的
言
語
の
魅
力
を
解
す
る
裾
野
を
広
げ
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

新薬学部棟完成イメージ

水田三喜男記念館完成イメージ

「
Ｊ
Ｉ
Ｕ
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
」
を

千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
に
オ
ー
プ
ン

日
時
：
２
０
１
５
年
11
月
１
日

場
所
：
城
西
国
際
大
学
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス

キャンパス
機能強化

　

２
０
１
５
年
11
月
１
日
、
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス

に
「
Ｊ
Ｉ
Ｕ
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
学
校
法
人
城
西
大
学
50
周
年
を
記
念
し
て
、

城
西
国
際
大
学
同
窓
会
よ
り
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
１
５
㎡
の
庭
園
に
は
、
約
70
種
類
、
５
６
０
本

の
薔
薇
が
植
え
ら
れ
、
国
際
教
育
を
推
進
す
る
本
学

に
ふ
さ
わ
し
い
世
界
各
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
薔
薇
で

満
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
庭
園
中
央
部
の
エ
リ
ア
に
は
、
城
西
国

際
大
学
創
立
者
で
あ
る
名
誉
理
事
長
の
名
前
を
い
た

だ
き
「Seiko M

izuta

」
と
名
付
け
ら
れ
た
薄
い
ピ

ン
ク
の
薔
薇
が
、
ま
た
現
理
事
長
か
ら
も
名
前
を

い
た
だ
き
「N

oriko M
izuta JIU

 

25
」
と
名
付
け

ら
れ
た
美
し
い
濃
い
ピ
ン
ク
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ロ
ー

ズ
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
２
種
類
の
薔
薇

は
、
日
本
ば
ら
会
の
富
吉
紀
夫
様
に
よ
っ
て
育
種
さ

れ
、
２
０
１
４
年
都
立
神
代
植
物
園
で
開
催
さ
れ
た

Ｊ
Ｒ
Ｃ
（Japan Rose Concours

）
国
際
ば
ら
コ

ン
ク
ー
ル
新
品
種
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
の
栄
誉
を

得
、
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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記
念
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
）
に
開
設
し
ま
し
た
。
収
容

人
数
は
１
３
２
名
で
、
留
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
海

外
留
学
を
希
望
す
る
日
本
人
学
生
も
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
世
界
各
国
か
ら
集
ま
っ
た
学
生
た
ち
が
共
に

生
活
し
、
多
様
な
考
え
や
価
値
観
に
触
れ
合
う
こ
と

で
、
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
っ
た
国
際
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
「
高
円
宮
殿
下
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に
は
、
２
０
０

２
年
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
日
韓
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大

会
ゆ
か
り
の
品
々
を
展
示
し
ま
す
。
国
際
交
流
に
お

け
る
人
と
人
と
の
友
好
の
大
切
さ
を
説
か
れ
て
き
た

高
円
宮
殿
下
の
思
い
を
継
承
す
る
場
と
な
り
ま
す
。

地
域
住
民
の
方
も
見
学
で
き
る
よ
う
に
開
放
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

観
光
学
部
の
あ
る
安
房
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
、「
Ｊ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ 

Ｉ
―
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
安
房
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
を
２
０
１
５
年
９
月
１
日
に
竣
工
し

ま
し
た
。
本
学
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
っ
た

人
材
の
育
成
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ 

Ｉ
︱
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
東
金
グ
ロ
ー
バ
ル・ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

竣
工
式
」な
ら
び
に「
高
円
宮
殿
下
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
」を
実
施

日
時
：
２
０
１
６
年
１
月
27
日

場
所
：
城
西
国
際
大
学
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス

キャンパス
機能強化

　

ま
た
、
開
園
を
祝
し
、
駐
日
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国

大
使
館
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
貴
重
な
ダ
マ
ス
ク
ロ
ー
ズ

も
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

敷
地
内
に
は
テ
ー
ブ
ル
や
ベ
ン
チ
も
設
置
さ
れ
、

学
生
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
ほ
か
、
同
窓
生
、
地
域

の
方
々
な
ど
広
く
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
場
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
27
日
に
、
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
Ｊ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ 

Ｉ
―
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
東
金
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
竣
工
式
」
と
「
高
円
宮
殿
下
記
念
ギ
ャ
ラ

リ
ー
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
」
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

国
際
学
生
寮
の
「
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ 

Ｉ
―
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ

Ｅ
東
金
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
は
、
学
校

法
人
創
立
50
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
建
設

が
行
わ
れ
た
も
の
で
、PRIN

CE T
A

K
A

M
A

D
O

 
M

EM
O

RIA
L SPO

RT
S PA

RK

（
高
円
宮
殿
下

JOSAI I-HOUSE 東金グローバル・ヴィレッジ

寮の完成を喜ぶ学生たち高円宮殿下記念ギャラリー

JIU ローズガーデンにてオープニングセレモニーでおこなわれた植樹式

Noriko Mizuta JIU 25（日本） Seiko Mizuta（日本）
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２
０
１
６
年
３
月
２
日
、
城
西
大
学
（
埼
玉
県
坂

戸
市
）
の
新
し
い
薬
用
植
物
園
の
竣
工
式
が
坂
戸

キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
の
現
地
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
校
法
人
城
西
大
学
（
水
田
宗
子
理
事
長
）
の
創
立

50
周
年
記
念
事
業
の
一
環
で
、
埼
玉
県
薬
剤
師
会
の

鯉
淵
肇
会
長
や
日
本
植
物
園
協
会
の
飯
塚
克
身
専
務

理
事
ら
来
賓
の
方
々
を
は
じ
め
、
関
係
業
者
の
代
表

者
、
地
元
の
方
々
、
教
職
員
ら
約
３
０
０
人
が
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。
新
薬
用
植
物
園
は
学
生
の
勉
強
の

場
だ
け
で
な
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
社
会
学

習
の
場
と
し
て
も
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

城
西
大
学
薬
用
植
物
園
は
１
９
７
３
年
、
薬
学

部
の
創
設
と
同
時
に
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
設
置
さ
れ
、

１
９
８
０
年
に
は
日
本
植
物
園
協
会
に
加
盟
し
ま
し

た
。
こ
の
た
び
創
立
50
周
年
記
念
事
業
の
大
き
な
柱

で
あ
る
新
薬
学
部
棟
の
建
設
に
伴
い
、
キ
ャ
ン
パ
ス

か
ら
徒
歩
約
３
分
の
高
麗
川
左
岸
の
敷
地
に
移
設
し

ま
し
た
。
敷
地
面
積
は
約
３
０
０
０
㎡
。
一
角
に
鉄

骨
造
り
２
階
建
て
の
管
理
棟
（
約
１
９
０
㎡
）、
い

ず
れ
も
鉄
骨
造
り
平
屋
建
て
の
高
屋
温
室
（
約
85

㎡
）
と
低
屋
温
室
（
約
１
１
４
㎡
）、
ボ
イ
ラ
ー
室

を
整
備
し
ま
し
た
。
初
の
建
設
と
な
っ
た
管
理
棟
は

加
工
調
整
室
や
学
習
室
、
資
料
室
な
ど
を
備
え
、
温

室
で
は
バ
ニ
ラ
や
シ
ナ
モ
ン
、
マ
ン
ゴ
ー
な
ど
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
地
で
は
イ
カ
リ
ソ
ウ
や

オ
ウ
レ
ン
な
ど
の
薬
用
植
物
を
自
然
植
生
に
近
い
状

態
で
栽
培
。
栽
培
し
て
い
る
植
物
は
約
８
０
０
種
類

に
上
り
ま
す
。

　

こ
の
日
の
竣
工
式
で
は
神
事
の
後
、
水
田
理
事

長
が
「
こ
こ
に
至
る
ま
で
多
く
の
皆
様
方
の
お
世

話
に
な
り
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
50
周

年
記
念
事
業
の
一
つ
が
完
成
し
て
本
来
の
教
育
授

業
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
う
れ
し
く
思
い
ま

す
」
と
挨
拶
。
水
田
理
事
長
や
森
本
雍
憲
学
長
、

城
西
国
際
大
学
の
柳
澤
伯
夫
学
長
、
学
生
代
表
ら

が
管
理
棟
前
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
て
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。

　

内
覧
に
引
き
続
い
て
、
経
営
学
部
棟
で
行
わ
れ
た

記
念
祝
賀
会
の
挨
拶
で
、
水
田
理
事
長
は
「
植
物
を

い
た
わ
り
、
育
て
な
が
ら
健
康
な
社
会
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
を
勉
強
す
る
た
め
の
素
晴
ら
し
い
場
所
が

出
来
て
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
植

物
が
そ
の
歴
史
を
持
つ
、
物
語
い
っ
ぱ
い
の
薬
草
園

で
す
。
そ
こ
か
ら
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
様
々
な
物
語

を
紡
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
り
、「
緑
豊
か
な

学
園
全
体
を
〝
ボ
タ
ニ
ッ
ク
・
ガ
ー
デ
ン
〟（
植
物

園
）
に
す
る
50
周
年
記
念
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
日
本
植
物
園
協
会
に
よ
っ
て
登
録

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。

　

鯉
淵
会
長
や
飯
塚
専
務
理
事
の
来
賓
祝
辞
に
続

き
、
薬
用
植
物
園
園
長
の
白
瀧
義
明
・
薬
学
部
教
授

が
植
物
園
を
紹
介
し
た
上
で
「
自
然
環
境
や
植
物
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
講
演
会
や
植

物
観
察
会
な
ど
を
行
い
、
地
域
文
化
の
発
展
に
寄
与

し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
近
く
の

「
か
ぴ
ら
幼
稚
園
」（
土
田
典
子
園
長
）
の
年
長
の
園

児
72
人
に
よ
る
合
奏
と
元
気
い
っ
ぱ
い
の
合
唱
も
披

露
さ
れ
、
祝
賀
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

創
立
50
周
年
記
念
事
業
薬
用
植
物
園
竣
工
式
を

城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
挙
行

日
時
：
２
０
１
６
年
３
月
２
日

場
所
：
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

キャンパス
機能強化

温室を内覧する参加者

水田理事長らによるテープカット

　

２
０
１
５
年
11
月
６
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン

パ
ス
１
号
棟
ホ
ー
ル
で
、「
屋
根
に
残
っ
た
破
れ
靴

～
日
中
韓
詩
人
た
ち
の
集
い
～
」
と
題
し
た
座
談

会
と
詩
・
連
詩
朗
読
会
「M

odern Poetry Event 
III

」
を
思
潮
社
の
後
援
を
得
て
、
開
催
し
ま
し
た
。

学
校
法
人
創
立
50
周
年
を
記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
一

環
で
す
。
詩
人
で
比
較
文
学
者
で
も
あ
る
水
田
理
事

長
を
は
じ
め
、
中
国
を
代
表
す
る
現
代
詩
の
詩
人
・

評
論
家
の
西
川
（X

i Chuan

）
氏
や
国
際
的
に
評

価
の
高
い
韓
国
の
文
貞
姫
（M

oon Chung-hee

）

さ
ん
、
日
本
を
代
表
す
る
詩
人
合
わ
せ
て
10
人
が
参

加
し
、
現
代
詩
の
表
現
と
可
能
性
、
言
語
と
翻
訳
な

ど
を
巡
っ
て
語
り
合
い
、
作
品
を
朗
読
し
ま
し
た
。

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

M
odern Poetry Event III

・
屋
根
に
残
っ
た
破
れ
靴

～
日
中
韓
詩
人
た
ち
の
集
い
～
を
開
催

日
時
：
２
０
１
５
年
11
月
６
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
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水
田
理
事
長
は
２
０
１
３
年
12
月
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
政
府
か
ら
生
命
の
尊
厳
を
表
現
す
る
東
ア
ジ
ア

の
詩
人
に
贈
ら
れ
る
「
チ
カ
ダ
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。
そ
れ
を
記
念
し
て
２
０
１
４
年
６
月
、
同
じ
く

チ
カ
ダ
賞
受
賞
者
で
あ
る
文
さ
ん
ら
を
招
い
た
「
チ

カ
ダ
賞
受
賞
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
。

同
11
月
に
は
、
水
田
理
事
長
と
文
さ
ん
に
伊
藤
比
呂

美
さ
ん
を
加
え
た
鼎
談
「M

odern Poetry Event 
II

」
を
開
き
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
５
月
に
は
、
中

国
・
大
連
で
日
中
詩
人
朗
読
会
を
開
催
し
、
詩
の
世

界
的
な
共
通
性
や
普
遍
性
に
触
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
は
中
国
、
韓
国
、
日
本
の
著
名

な
詩
人
た
ち
が
集
い
、
詩
に
つ
い
て
語
る
と
と
も
に

朗
読
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
ほ
か
に
、
財
部
鳥
子
さ
ん
、
高
橋
睦
郎

氏
、
吉
増
剛
造
氏
（
城
西
国
際
大
学
客
員
教
授
）、

杉
本
真
維
子
さ
ん
、
文
月
悠
光
さ
ん
、
竹
内
新
氏
、

田
原
氏
（
城
西
国
際
大
学
客
員
教
授
）
で
し
た
。

　

第
１
部
の
座
談
会
の
冒
頭
、
水
田
理
事
長
は
「
50

周
年
を
記
念
し
て
こ
の
ほ
ど
国
際
現
代
詩
セ
ン
タ
ー

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
セ
ン

タ
ー
開
設
記
念
で
も
あ
り
ま
す
。
詩
は
大
変
個
人
的

な
表
現
で
す
が
、
個
人
を
超
え
て
多
く
の
人
た
ち
と

解
り
あ
え
る
ジ
ャ
ン
ル
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
が
共
有
で
き
る
も
の
は
何
か
、
新
し
い
詩
の

表
現
と
は
何
か
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し

い
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
「
屋
根
に
残
っ
た
破
れ
靴
」
と
い
う
今
回
の
タ
イ

ト
ル
は
西
川
氏
の
作
品
の
一
部
か
ら
取
っ
た
も
の

で
、
中
国
で
は
亡
く
な
っ
た
人
の
靴
を
屋
根
に
放
り

投
げ
る
と
い
う
風
習
が
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
西
川
氏

は
座
談
会
で
「
詩
の
読
者
は
少
な
く
な
っ
て
い
る

が
、
詩
人
の
交
流
が
あ
る
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
。
詩

の
存
在
は
我
々
、
現
代
人
に
と
っ
て
と
て
も
重
要
な

も
の
で
、
詩
人
は
未
知
の
世
界
を
探
求
し
、
発
掘
し

て
い
く
役
割
を
果
た
し
て
い
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

中
国
東
北
部
で
育
っ
た
財
部
さ
ん
は
詩
集
を
出
し
た

後
、
中
国
語
を
学
ん
だ
こ
と
が
縁
で
、
１
９
８
８
年

に
中
国
の
現
代
詩
の
翻
訳
を
出
版
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
披
露
。「
翻
訳
し
て
中
国
の
人
た
ち
の
心
が
解
っ

た
。
翻
訳
の
中
で
若
い
詩
人
と
し
て
一
人
入
っ
て
い

る
の
が
西
川
さ
ん
だ
っ
た
」
と
明
か
し
ま
し
た
。
ま

た
、
文
さ
ん
は
「
全
て
の
人
の
心
の
中
に
は
詩
人
が

息
づ
い
て
い
る
。（
今
日
は
）
皆
さ
ん
の
中
に
閉
じ

込
め
ら
れ
て
い
る
詩
人
と
出
会
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
朗
読
会
で
は
、
10
人
が
そ
れ
ぞ
れ
自
作

を
複
数
点
朗
読
。
杉
本
さ
ん
と
文
月
さ
ん
の
若
さ
あ

ふ
れ
る
朗
読
、
ま
た
、
高
橋
睦
郎
氏
の
物
語
の
よ
う

な
詩
は
涙
を
誘
い
、
吉
増
剛
造
氏
と
急
遽
参
加
の
マ

リ
リ
ア
さ
ん
の
歌
と
と
も
に
な
さ
れ
た
朗
読
も
そ
の

美
し
さ
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
最
後
に
大
連
外

国
語
大
学
の
陳
岩
教
授
、
大
連
市
中
日
友
好
学
友
会

の
杜
鳳
剛
会
長
、
日
本
現
代
詩
人
会
会
員
の
佐
川
亜

紀
さ
ん
も
加
わ
っ
て
連
詩
の
朗
読
も
行
わ
れ
、
ホ
ー

ル
を
埋
め
た
聴
衆
か
ら
大
き
な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

朗読する文貞姫氏

　

２
０
１
５
年
11
月
７
日
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン

パ
ス
３
号
棟
国
際
会
議
場
に
て
学
校
法
人
城
西
大
学

創
立
50
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
中
欧
研
究
と
そ
の
東

ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
向
け
て
」
と
い
う
題

で
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
と
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
中

欧
研
究
者
を
集
め
、
３
部
か
ら
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

行
わ
れ
、
中
欧
と
い
う
地
域
概
念
の
再
検
討
と
東
ア

ジ
ア
に
お
け
る
中
欧
研
究
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
が
目
的
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
「
中
欧
と
は
」
で
は
、Peter Vodopivec 

先
生
（
現
代
史
研
究
所
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
）
に
よ

る"Central Europe: Political Idea and Historical 
Reality" 

、
大
津
留
厚
先
生
（
神
戸
大
学
）
に
よ
る

「
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
可
能
性
」、
西
成
彦
先
生

（
立
命
館
大
学
）
に
よ
る
「
中
欧
か
東
欧
か
―
―

そ
の
多
言
語
性
に
つ
い
て
」
と
い
う
３
報
告
が

な
さ
れ
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
中
欧
研
究
と

そ
の
東
ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
向
け
て
」を
開
催

日
時
：
２
０
１
５
年
11
月
７
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

座談会の様子

朗読する西川氏
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２
０
１
５
年
11
月
16
日
、
本
学
東
京
紀
尾
井
町

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
ス
イ
ス
観
光
庁
長
官
に
よ
る
特
別

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ユ
ル
グ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ド

氏
は
、
１
９
９
９
年
11
月
よ
り
ス
イ
ス
政
府
観
光
庁

長
官
と
し
て
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
プ
ロ
で
も
あ
る
シ
ュ
ミ
ッ
ド
氏
に
よ
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
観
光
大
国
ス
イ
ス
の
魅
力
を
存

分
に
聴
衆
に
伝
え
る
刺
激
的
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
講
演
中
の
質
疑
応
答
で
は
、
観
光
学
部
生
か
ら

の
質
問
一
つ
ひ
と
つ
に
丁
寧
に
答
え
ら
れ
、
学
部
生

に
と
っ
て
大
変
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
講
演
の
後
に
は
、
将
来
観
光
業
で
の
活
躍
を
目

指
す
学
生
た
ち
に
対
し
、
外
資
系
ホ
テ
ル
３
社
に
よ

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
ホ

テ
ル
の
業
務
と
は
何
か
」「
日
本
系
と
外
資
系
ホ
テ

ル
の
違
い
と
は
？
」
な
ど
基
本
的
な
テ
ー
マ
で
分
か

り
や
す
く
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇
親

会
で
は
、
ホ
テ
ル
業
に
興
味
の
あ
る
学
生
た
ち
が
積

極
的
に
ホ
テ
リ
エ
の
方
々
と
話
す
場
面
を
目
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
２
部
「
さ
ま
ざ
ま
な
中
欧
研
究
」
で
は
、
林
志

弦
（Lim

 Jie-H
yun

）
先
生
（
西
江
大
学
、
韓
国
）

に
よ
る"Problem

atizing the Eastern-Central 
Europe in the Postcolonial Perspective" 

、
李

今
芸
（Lee Chinyun
）
先
生
（
国
立
曁
南
国
際
大

学
、
台
湾
）
に
よ
る"H

airnet M
anufacturing in 

V
ysocina" 

、
林
温
霜
（Lin W

enshuang

）
先
生

（
北
京
外
国
語
大
学
、
中
国
）
とLjuba A

tanasova

先
生
（
サ
ウ
ス
ウ
エ
ス
ト
大
学
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
）
に

よ
る"W

hat do Refugee/Em
igrant Flow

s M
ean 

for Central Eastern European Countries?" 

、
Boštjan Bertalanič

先
生
（
城
西
大
学
）
に
よ
る

"Exploring the O
rigins of Japanese-Y

ugoslav 
Relations during W

orld W
arI through the 

Case of Y
ugoslav PO

W
s in Japan"

の
４
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
最
先
端
の
多
様
な
中
欧
研
究
で
し

た
。

　

第
３
部
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
欧
研
究
」
で

は
林
志
弦
（Lim

 Jie-H
yun

）
先
生
（
西
江
大

学
、
韓
国
）、
李
今
芸
（Lee Chinyun

）
先
生

（
国
立
曁
南
国
際
大
学
、
台
湾
）、
林
温
霜
（Lin 

W
enshuang

）
先
生
（
北
京
外
国
語
大
学
、
中

国
）、
飯
尾
唯
紀
先
生
（
城
西
大
学
）
の
４
人
が
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
中
欧
研
究
の
現
状
を
報
告
し
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
向
け
て
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
中

欧
研
究
者
や
ゲ
オ
ル
ギ･

ヴ
ァ
シ
レ
フ
駐
日
ブ
ル

ガ
リ
ア
共
和
国
大
使
館 

特
命
全
権
大
使
も
参
加

い
た
だ
き
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
欧
研
究
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
強
い
関
心
が
う
か
が
え
ま
し

た
。

ス
イ
ス
観
光
庁
長
官
に
よ
る
特
別
講
演
会

「
観
光
大
国
ス
イ
ス
の
魅
力
」を
開
催

日
時
：
２
０
１
５
年
11
月
16
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

第１部の様子

シュミット氏講演

プレゼンテーションの様子

挨拶されるゲオルギ ･ ヴァシレフ駐日ブルガリア共和国特命全権大使
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い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
ま
た
、
城
西
大
学
、
城
西

国
際
大
学
の
杉
林
堅
次
副
学
長
は
「
前
近
代
の
日
本

の
美
術
、
音
楽
、
文
学
に
関
し
て
議
論
し
て
い
た
だ

く
と
い
う
画
期
的
な
テ
ー
マ
と
内
容
を
立
案
し
て
い

た
だ
き
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
参
加
の
研
究

者
の
方
々
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
ハ
ル
オ
・
シ
ラ
ネ

教
授
が
「
共
同
的
記
憶
の
形
成
に
お
け
る
声
、
身

体
、
音
楽
：
中
世
日
本
の
説
話
の
メ
デ
ィ
ア
再
考
」

と
題
し
て
基
調
講
演
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
記
念
し
て

琵
琶
奏
者
の
川
嶋
信
子
さ
ん
が
、『
平
家
物
語
』
か

ら
「
祇
園
精
舎
」「
福
原
落
」「
壇
ノ
浦
」
の
３
曲
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ア
ン
・
バ
ー
リ
ン
ト
ン
駐
日
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
大
使
や
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
・
セ
ル
ダ
ヘ
イ

駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
、
マ
グ
ヌ
ス
・
ロ
ー
バ
ッ
ク

駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
や
青
柳
正
規
文
化
庁
長
官

ら
多
数
の
方
々
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
研
究
者
や
両
大
学
の
教
職
員
、
学
生
ら
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
14
日
は
、
以
下
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
研
究

発
表
と
意
見
交
換
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
や
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
作
成
に
尽
力
い
た
だ
い
た
メ
リ
ッ
サ
・
マ

コ
ー
ミ
ッ
ク
教
授
が
「
城
西
大
学
に
は
主
催
の
労
を

取
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
研

究
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
高
い
レ
ベ
ル
で
新
し
い
テ
ー

マ
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
」
な

ど
と
、
ま
と
め
の
ス
ピ
ー
チ
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
は
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
著
名
な
研
究
者
を
囲
ん
で
歓
談
の
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

プログラム

午
前

ユージン・ワン教授（ハーバード大学）
正倉院の琴：どのような曲を弾いているのか？

アシュトン・ラザラス准教授（シカゴ大学）
初期中世日本の民俗芸能とサウンドスケープ

大内典教授（宮城学院女子大学）
記されないものは何か―仏教声楽の記譜法

●意見交換と質疑応答
コメンテーター…ディディエ・ダヴァン教授（フランス国立極東学院・東京） 

午
後

メリッサ・マコーミック教授（ハーバード大学）
声を見る：日本の絵巻における対話描写とメタナラティブ

岡田美也子准教授（城西国際大学）
琴を弾く女―中世説話の音とイメージ

●意見交換と質疑応答
コメンテーター…ハルオ・シラネ教授（コロンビア大学）

ユディット・アロカイ教授（ハイデルベルク大学）
和歌のオーラリティに対する江戸時代後期における
アプローチ―詩的言語の即時性を探る

タイモン・スクリーチ教授（ロンドン大学）
初期近代の東洋と西洋における絵画のパフォーマンス

●意見交換と質疑応答
コメンテーター…ユキオ・リピット教授（ハーバード大学）

　

２
０
１
６
年
１
月
13
、
14
日
、
学
校
法
人
城
西

大
学
（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
、
前
近
代
の
日
本

文
化
に
お
け
る
「
音
や
声
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
国

際
日
本
文
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
音
の
テ
ク
ス
チ
ャ

（T
EX

T
U

RES of SO
U

N
D

）」
を
、
東
京
紀
尾
井

町
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
棟
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

学
校
法
人
創
立
50
周
年
を
記
念
し
、
城
西
国
際
大
学

日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
と
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
が

主
催
、
国
際
人
文
学
部
と
国
際
学
術
文
化
振
興
セ
ン

タ
ー
が
共
催
し
ま
し
た
。
各
国
で
活
躍
す
る
高
名
な

日
本
研
究
者
に
よ
る
先
端
的
な
研
究
成
果
の
発
表
が

あ
り
、
オ
ー
ラ
リ
テ
ィ
（
声
の
文
化
）
や
音
楽
の
果

た
す
役
割
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

13
日
の
開
会
式
で
、
水
田
理
事
長
は
「
私
ど
も
は

『
世
界
の
中
の
日
本
』
と
い
う
講
座
を
手
掛
け
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
そ
の
集
大
成
と

し
て
企
画
し
た
も
の
で
す
。
先
端
的
な
テ
ー
マ
を
新

し
い
文
化
の
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
人
文
科
学
全
体
の
勉
強
の
仕
方
、
あ
り
方
に
示

唆
を
い
た
だ
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
新
し
い
研
究
の
成
果
を
お
聞
き
い
た
だ
き
た

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念
国
際
日
本
文
化

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
音
の
テ
ク
ス
チ
ャ
」を
開
催

日
時
：
２
０
１
６
年
１
月
13
、14
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

川嶋さんの琵琶演奏に聴き入る参加者

基調講演するシラネ教授
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２
０
１
６
年
１
月
20
日
に
学
校
法
人
城
西
大

学
（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
創
立
50
周
年
記
念
の

特
別
講
演
会
と
し
て
、
元
ギ
メ
・
フ
ラ
ン
ス
国
立

東
洋
美
術
館
長
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ジ
エ
ス
（Jacques 

Giès

）
氏
に
よ
る
「
仏
教
の
中
国
・
日
本
で
の
発

展
（Integration of Buddhism

 in China and 
Japan

）」
を
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ジ
エ
ス
氏
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
、
仏
教
美
術
と
中
国
学

の
大
家
で
あ
る
と
と
も
に
美
術
館
の
運
営
や
文
化
行
政

に
も
深
く
係
わ
ら
れ
た
研
究
者
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
で
美
術
史
、
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ｃ

Ｏ
（
イ
ナ
ル
コ
、
国
立
東
洋
言
語
文
化
学
院
）
で
中
国

文
明
・
言
語
の
博
士
号
を
と
ら
れ
た
あ
と
、
両
方
の
大

学
や
エ
コ
ー
ル
・
デ
ュ
・
ル
ー
ブ
ル
で
長
く
教
鞭
を
と

ら
れ
、
ま
た
国
立
ギ
メ
東
洋
美
術
館
の
中
国
・
中
央
ア

ジ
ア
絵
画
彫
刻
部
の
主
任
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
長
年
担
当

さ
れ
た
後
、
館
長
（
２
０
０
８
年
―
２
０
１
１
年
）
と

な
り
、
そ
の
他
も
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
講
演
に
先
立
つ
挨
拶
の
中
で
、
水
田
理
事
長
よ

り
、
城
西
大
学
グ
ル
ー
プ
で
は
「
世
界
の
中
の
日
本
」

と
い
う
視
点
に
立
ち
、
日
本
の
芸
術
・
文
化
を
世
界

の
中
に
位
置
づ
け
、
そ
の
受
容
・
伝
播
の
過
程
に
お

け
る
変
化
や
相
互
の
影
響
を
教
育
と
研
究
の
対
象
に

　

２
０
１
６
年
２
月
６
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
、
創
立
者
の
水
田
三
喜
男
・

元
蔵
相
の
評
伝
『
寒
椿
』
の
出
版
を
記
念
し
て
著
者

の
鈴
木
健
二
・
城
西
国
際
大
学
客
員
教
授
の
講
演
会

を
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
の
清
光
ホ
ー
ル
で
開

催
し
ま
し
た
。
創
立
50
周
年
を
記
念
し
た
も
の
で
、

作
家
の
保
阪
正
康
氏
、
志
賀
直
温
・
東
金
市
長
は
じ

め
、
教
職
員
・
学
生
や
地
域
の
方
々
ら
約
５
０
０
人

が
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

鈴
木
氏
は
１
９
４
２
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大

学
院
博
士
課
程
修
了
。
毎
日
新
聞
ワ
シ
ン
ト
ン
特

派
員
や
政
治
部
副
部
長
、
論
説
副
委
員
長
、
成
蹊

大
学
教
授
兼
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
所
所
長
を
経
て
、

２
０
１
３
年
か
ら
現
職
。
主
な
著
書
に
『
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
と
メ
デ
ィ
ア
』『
日
米
「
危
機
」
と
報
道
』

『
戦
争
と
新
聞
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
鈴
木
氏
は

１
９
７
０
年
代
初
め
か
ら
創
立
者
が
亡
く
な
る
76
年

ま
で
、
最
後
の
「
水
田
番
記
者
」
と
し
て
蔵
相
や
派

閥
（
水
田
派
）
の
領
袖
と
し
て
活
躍
し
た
創
立
者
と

間
近
に
接
し
ま
し
た
。

し
、
ま
た
美
術
館
の
運
営
を
学
ぶ
た
め
に
学
生
を
海

外
に
送
っ
て
い
る
こ
と
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ジ
エ
ス
氏
は
、
中
国
へ
の
仏
教
の
伝
来
と
普
及
と

い
う
ふ
た
つ
の
時
代
に
美
術
史
の
観
点
か
ら
焦
点
を

当
て
、
ギ
メ
美
術
館
所
蔵
の
色
彩
豊
か
な
敦
煌
壁
画

の
ス
ラ
イ
ド
を
写
し
な
が
ら
お
話
し
を
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
ギ
メ
美
術
館
所
蔵
の
ペ
リ
オ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
色
鮮
や
か
な
華
厳
経
変
相
の
敦
煌
絵
画
の
２
点
は

掛
幅
画
と
し
て
は
大
変
稀
で
貴
重
な
も
の
で
す
が
、

敦
煌
石
窟
の
壁
画
に
は
第
６
窟
、
９
窟
、
55
窟
や
61

窟
、
76
窟
な
ど
に
は
華
厳
経
の
壁
画
が
あ
り
ま
す
。

仏
教
は
中
国
か
ら
さ
ら
に
日
本
や
韓
国
に
伝
わ
り
ま

す
が
、
奈
良
時
代
に
建
立
さ
れ
た
東
大
寺
の
大
仏
は

こ
の
華
厳
経
の
教
主
の
盧
舎
那
仏
で
、
そ
の
坐
る

円
座
の
蓮
弁
に
は
線
画
で
華
厳
の
世
界
が
美
し
く
線

刻
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
１
７
７
０
年
に
韓
国
の
松
広

寺
で
保
存
状
態
の
良
い
華
厳
経
絵
が
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。
仏
教
は
イ
ン
ド
・
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
を
通
り
、
中
国
に
伝
わ
り
、
そ
こ
で
発
展
し
、

そ
の
道
は
さ
ら
に
日
本
や
韓
国
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
仏
教
美
術
の
研
究
者
な
ど
の
ゲ
ス
ト

や
大
学
の
教
職
員
、「
世
界
の
中
の
日
本
」
の
授
業

履
修
の
学
生
が
多
数
出
席
し
、
講
演
会
後
の
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
で
は
日
本
文
化
や
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
の
話

題
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ギ
メ
国
立
東
洋
美
術
館
は
、
パ
リ
市
内
の
ト
ロ
カ

デ
ロ
（
イ
エ
ナ
広
場
）
に
あ
り
、
欧
州
で
は
最
大
の

東
洋
美
術
品
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
日
本
関
係
も
充

実
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
フ
ラ
ン
ス
へ
の
研
修

や
留
学
で
教
職
員
や
学
生
が
訪
問
す
る
機
会
も
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

講
演
会
に
先
立
ち
、
１
月
19
日
学
校
法
人
城
西
大

学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
カ
フ
ェ
を
開
催
。
ジ
エ
ス

氏
に
フ
ラ
ン
ス
ギ
メ
国
立
東
洋
美
術
館
の
歴
史
と
概

要
に
つ
い
て
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講演するジエス氏

華厳経絵

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念
・

鈴
木
健
二
先
生
に
よ
る
水
田
三
喜
男
伝『
寒
椿
』

出
版
記
念
講
演
会
を
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催

日
時
：
２
０
１
６
年
２
月
６
日

場
所
：
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
特
別
講
演
会
・
ジ
ャ
ッ
ク
・

ジ
エ
ス
氏
に
よ
る「
仏
教
の
中
国
・
日
本
で
の
発
展
」を
開
催

日
時
：
２
０
１
６
年
１
月
20
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
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学
校
法
人
城
西
大
学
（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
目
の
２
０
１
６
年
３
月

11
日
、
３
・
11
の
惨
事
を
詠
っ
た
詩
人
と
俳
人
に
よ

る
座
談
会
と
詩
の
朗
読
会
「
荒
ぶ
る
ゆ
り
か
ご
―
―

３
・
11
の
惨
事
へ
の
詩
的
な
応
答
―
―
」
を
、
東
京

紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
棟
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま

し
た
。
朗
読
会
は
本
学
の
国
際
現
代
詩
セ
ン
タ
ー
が

主
催
し
、
詩
人
や
研
究
者
、
市
民
の
方
々
、
本
学
の

教
職
員
・
学
生
ら
約
３
０
０
人
が
参
加
、
震
災
の
記

憶
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

登
壇
し
た
の
は
、
俳
人
の
高
野
ム
ツ
オ
氏
の
ほ

か
、
詩
人
の
新
井
高
子
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ア
ン
グ
ル

ス
（Jeffrey A

ngles

）、
大
崎
清
夏
、
白
石
か
ず
こ
、

高
橋
睦
郎
、
田
中
庸
介
、
谷
川
俊
太
郎
、
田
原
、
平

田
俊
子
の
９
氏
に
加
え
、
詩
人
で
も
あ
る
本
学
の
水

田
理
事
長
（
50
音
順
）。
ま
た
、
学
校
法
人
城
西
大
学

出
版
会
で
は
、
登
壇
し
た
詩
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
発

表
し
た
詩
を
英
訳
し
た
詩
集
『These Things Here 

and Now
: Poetic Responses to the M

arch 11, 
2011 Disasters

』（
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ア
ン
グ
ル
ス
氏

編
・
訳
）
を
刊
行
し
ま
す
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

詩
集
刊
行
の
記
念
も
兼
ね
て
開
催
し
ま
し
た
。

座談会の様子

朗読する高橋氏（左）と訳すアングルス氏

　

講
演
に
先
立
ち
、
水
田
理
事
長
は
「
創
立
者
の
伝

記
は
、
こ
れ
ま
で
ま
と
ま
っ
た
も
の
が
な
か
っ
た
。

深
く
広
く
創
立
者
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
鈴
木

先
生
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
快
く
引
き
受
け
て
い
た

だ
い
た
。
素
晴
ら
し
い
本
で
、
多
く
の
方
か
ら
お
便

り
を
い
た
だ
き
、
広
く
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
と

て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

鈴
木
氏
は「
水
田
三
喜
男
の
世
界
と
21
世
紀
の
日
本
」

と
題
し
た
講
演
で
、「
水
田
先
生
は
大
変
な
勉
強
家
で

あ
り
、
の
ど
か
ら
手
が
出
る
よ
う
な
お
金
が
あ
っ
て

も
痩
せ
我
慢
し
た
清
廉
な
政
治
家
だ
っ
た
」「『
憲
政
の

常
道
に
従
う
』
が
先
生
の
政
治
信
条
だ
っ
た
」
な
ど
と

紹
介
し
ま
し
た
。「
政
治
の
限
界
を
悟
り
、
考
え
た
末

に
新
し
い
道
を
教
育
に
求
め
た
」
と
指
摘
、
創
立
間
も

な
い
頃
の
資
金
難
に
関
連
し
石
油
連
合
会
の
会
長
か
ら

「
神
様
が
神
様
（
水
田
先
生
）
を
裏
切
る
こ
と
は
な
い
」

と
言
わ
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
披
露
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
鈴
木
氏
は
、
１
９
６
９
年
の
第
１
回
卒
業

式
の
訓
示
に
触
れ
、「『
学
問
に
よ
る
人
間
形
成
』
に

続
く
、『
人
間
の
形
成
は
、
新
た
な
環
境
を
作
り
出
さ

ん
と
す
る
苦
悶
と
努
力
の
中
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
』

と
の
言
葉
こ
そ
が
、
水
田
先
生
の
言
い
た
か
っ
た
も

の
で
は
な
い
か
。
城
西
大
学
が
新
た
な
環
境
に
向
け

て
、
さ
ら
な
る
苦
闘
と
努
力
を
重
ね
、
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
結
び
ま
し
た
。

　

同
キ
ャ
ン
パ
ス
経
営
学
部
棟
の
メ
デ
ィ
ア
エ
リ
ア
に

会
場
を
移
し
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
来
賓
の
方
々
や

地
域
の
方
々
を
交
え
て
歓
談
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。
保
阪
氏
は
挨
拶
で
「
田
中
角
栄
さ
ん
ら
は
時
代

を
代
表
し
た
人
た
ち
だ
っ
た
が
、
水
田
先
生
は
歴
史
を

支
え
て
き
た
人
。
水
田
先
生
の
よ
う
に
歴
史
に
生
き
た

人
、
理
論
を
き
ち
ん
と
持
っ
て
い
た
人
が
、
次
の
時
代

に
語
ら
れ
、
残
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
」
と
述

べ
て
、
大
き
な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

　
『
寒
椿
』（
２
，５
０
０
円
＋
税
）
は
２
０
１
５
年
７
月
、

学
校
法
人
城
西
大
学
出
版
会
か
ら
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
法
人
城
西
大
学
国
際
現
代
詩
セ
ン
タ
ー
主
催「
荒
ぶ
る
ゆ
り
か
ご

︱
︱
３
・
11
の
惨
事
へ
の
詩
的
な
応
答
︱
︱
」を
開
催

日
時
：
２
０
１
６
年
３
月
11
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

レセプションで挨拶する保阪氏

講演する鈴木氏
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果
が
災
害
を
生
ん
だ
。
言
葉
は
無
力
だ
が
、
地
球
は

我
々
人
間
の
も
の
だ
け
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え

て
い
く
の
も
言
葉
し
か
な
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

新
井
氏
は
「
東
北
の
言
葉
を
覚
え
る
の
も
、
ひ
と
り

の
詩
人
と
し
て
の
仕
事
か
と
思
う
」
と
述
べ
て
、
東

北
の
方
言
で
あ
る
〝
ケ
セ
ン
語
〟
で
詠
ま
れ
た
詩
を

紹
介
し
ま
し
た
。
水
田
理
事
長
は
「
惨
事
は
、
人
の

心
に
し
ま
わ
れ
た
存
在
の
原
点
の
よ
う
な
ト
ラ
ウ
マ

と
響
き
合
う
、
そ
こ
か
ら
他
者
に
も
響
く
表
現
が
生

ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
谷
川
氏
は
会
場
か
ら
の
質
問
に
答
え
て
「
言
葉

は
使
わ
れ
方
に
よ
っ
て
無
力
に
な
っ
た
り
、
無
意
味

に
な
っ
た
り
す
る
も
の
だ
か
ら
、
自
分
自
身
の
中
に

自
分
の
言
葉
を
生
ま
れ
さ
せ
て
、
他
人
の
言
葉
を
ど

う
自
分
の
中
に
取
り
込
む
し
か
な
い
と
思
っ
て
い

る
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
白
石
氏
を
含
め
た
11
人
に
よ
る
朗
読

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
最
初
に
高
野
氏
が
「
四
肢

へ
地
震
（
な
い
）
た
だ
轟
轟
と
轟
轟
と
」
な
ど
の

震
災
詠
７
句
を
披
露
。
そ
の
後
、
詩
人
た
ち
が
、
詩

集
『T

hese T
hings H

ere and N
ow

: Poetic 
Responses to the M

arch 11, 2011 Disasters

』

に
収
録
さ
れ
た
詩
を
朗
読
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

高
橋
氏
は
今
回
の
詩
集
の
タ
イ
ト
ル
の
元
に
な
っ

た
「
い
ま
こ
こ
に
こ
れ
ら
の
こ
と
を
」
を
、
大
崎
氏

は
「
う
る
さ
い
動
物
」、
田
中
氏
は
「
か
ら
し
壺
」、

水
田
理
事
長
は
「
青
い
藻
の
海
」、
田
氏
は
「
津
波
」

な
ど
、
平
田
氏
は
「
ゆ
れ
る
な
」
な
ど
を
朗
読
し
ま

し
た
。
そ
し
て
谷
川
氏
は
「
言
葉
は
壊
れ
な
か
っ
た

／
流
さ
れ
な
か
っ
た
／
ひ
と
り
ひ
と
り
の
心
の
底
で

／
言
葉
は
発
芽
す
る
／
瓦
礫
（
が
れ
き
）
の
下
の
大

地
か
ら
」
と
綴
る
「
言
葉
」
な
ど
を
朗
読
し
ま
し

た
。
最
後
に
、
白
石
か
ず
こ
氏
が
「
海
、
陸
、
影
、

岩
沼
／
津
波
、津
波
が
や
っ
て
き
た
」
と
詠
う
「
海
、

陸
、
影
、」
を
朗
読
。
聴
く
者
の
魂
を
揺
さ
ぶ
る
よ

う
な
朗
詠
に
涙
を
ぬ
ぐ
う
人
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

朗
読
後
、「
皆
さ
ん
も
祈
っ
て
く
だ
さ
い
。
魂
の
か

ぎ
り
」
と
呼
び
か
け
た
白
石
氏
に
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
ホ
ー
ル
前
の
ホ
ワ
イ
エ
で
、
版
画
家
、

美
術
家
の
柳
澤
紀
子
氏
の
特
別
展
「
夢
の
地
面
」
も

開
か
れ
、
参
加
者
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
詩
集
『These Things Here and Now

: 
Poetic Responses to the M

arch 11, 2011 
Disasters

』（
３
０
０
０
円
＋
税
）
は
３
月
31
日
発

行
予
定
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
午
後
２
時
半
開
会
。
主
催
者
を
代
表

し
て
水
田
理
事
長
が
「
ア
ン
グ
ル
ス
さ
ん
の
翻
訳
に

よ
り
、
私
た
ち
の
経
験
が
広
く
世
界
の
人
た
ち
に
届

く
こ
と
は
、
大
変
素
晴
ら
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
」

な
ど
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
震
災
の
発
生
し
た
午
後
２

時
46
分
に
、
多
く
の
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
っ
て
１
分

間
の
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
米
・
西
ミ
シ
ガ
ン
大
准
教

授
で
日
本
文
学
研
究
者
で
も
あ
る
ア
ン
グ
ル
ス
氏
が

「
東
日
本
大
震
災
と
日
本
詩
歌
」
と
題
し
て
基
調
講

演
。「
震
災
後
、
詩
歌
は
他
の
文
学
ジ
ャ
ン
ル
よ
り

も
早
く
反
応
し
た
。
社
会
に
お
け
る
詩
歌
の
立
場
が

再
考
さ
れ
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
座
談
会
（
白
石
氏
を
除
く
10
人
）
で
、

高
野
氏
は
「
俳
句
は
あ
ま
り
時
事
的
な
出
来
事
を
詠

ん
で
こ
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
大
震
災
に
あ
た
っ
て

は
た
く
さ
ん
の
句
が
生
ま
れ
た
。
17
音
の
俳
句
だ
け

に
し
か
な
い
固
有
の
言
語
の
力
が
あ
っ
た
の
だ
と
改

め
て
感
じ
た
」
と
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
橋
氏
は

「
言
葉
が
科
学
を
生
み
、
原
子
力
を
生
み
、
そ
の
結

朗読する新井氏

朗読する白石氏

朗読する谷川氏

表
彰

水
田
理
事
長
が
メ
デ
ィ
ア
４
社
か
ら
感
謝
状
を
授
与

日
時
：
２
０
１
５
年
10
月
13
日

表彰

　

２
０
１
５
年
10
月
13
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学
の

水
田
宗
子
理
事
長
は
、
学
問
と
人
材
育
成
を
通
し
て

地
域
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
と
し
て
、
埼
玉
新
聞

社
、
テ
レ
ビ
埼
玉
、
千
葉
日
報
、
千
葉
テ
レ
ビ
の
４

社
か
ら
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
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学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
城
西
大
学
の
キ
ャ
ン
パ

ス
が
あ
る
埼
玉
県
坂
戸
市
や
城
西
国
際
大
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
が
あ
る
千
葉
県
東
金
市
や
鴨
川
市
な
ど
で
そ

れ
ぞ
れ
、
地
元
行
政
や
地
元
メ
デ
ィ
と
の
合
同
企
画

な
ど
を
開
催
、
積
極
的
に
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

感
謝
状
は
学
校
法
人
50
周
年
を
記
念
し
て
授
与
さ

れ
た
も
の
で
、
感
謝
状
で
は
「
広
く
県
民
に
国
際
色

豊
か
な
様
々
な
取
り
組
み
に
お
い
て
多
く
の
話
題
や

機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
」
と
し
、「
創
立
者
の

建
学
の
理
念
で
あ
る
『
学
問
を
通
し
て
の
人
間
形

成
』『
社
会
に
有
為
な
人
材
の
育
成
』
を
具
体
化
し

国
際
社
会
と
日
本
社
会
が
求
め
る
人
材
育
成
を
実
践

さ
れ
ま
し
た
」
と
授
与
の
理
由
を
説
明
し
て
い
ま

す
。

　

東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
授
与
式
で
、
水

田
理
事
長
は
「
大
き
な
節
目
の
年
に
身
に
余
る
感
謝

の
言
葉
を
い
た
だ
き
感
激
で
す
。
大
学
の
成
果
は
な

か
な
か
形
に
な
り
に
く
く
、
卒
業
し
て
か
ら
よ
う
や

く
成
果
が
現
れ
る
も
の
で
す
。
そ
れ
が
、
こ
う
し
て

地
元
報
道
機
関
か
ら
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

は
、
何
よ
り
の
励
み
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
発

展
、
人
材
育
成
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

●周辺図

水田理事長を囲んで埼玉、千葉のメディア４社社長


